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平成２３年度 国土交通省関係予算概算要求に係る 

中国地方整備局の事業概要について 

 

１．基本的考え方 

  国土交通省においては、「国土交通省成長戦略（平成 22 年 5 月 17 日公表）」

の実現を中心に据えながら、“真に必要な社会資本の着実な整備”、“交通基

本法関連施策の充実”、“高速道路の原則無料化の推進”、“安全、環境、地

域の雇用・経済のための施策の強化”といった分野に重点を置いて、「選択と

集中」を徹底し、メリハリのある要求を行うこととしています。 

 

中国地方整備局においては上記方針に基づき、平成 21 年 8 月に公表した「中

国圏広域地方計画」における中国地方の将来像である、 

  ① 地域の多様性を活かした交流・連携で、持続的に発展する中国圏 

  ② 産業集積や地域資源を活かした新たな挑戦で、持続的に成長する中国圏 

  ③ 多彩な自然や文化を活かして、多様で豊かな生活を楽しめる中国圏 

の実現に向けて、同時期に策定した中国地方の社会資本整備の具体的な方針を

示す「みらいビジョン中国２１“2009”」において下記の具体的な地域整備の

目標を掲げ、限られた予算で最大限の効果の発現を図ることとしています。 

 

■「みらいビジョン中国２１“2009”」における地域整備目標 

 Ⅰ．競争力のある地域経済社会の再構築 

 Ⅱ．安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり 

Ⅲ．多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造 

 Ⅳ．交流・連携による一体的で活力のある地域づくり 

 Ⅴ．横断的な取り組み 
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凡 例

港湾・空港事業事業名

道 路 事 業事業名

河 川 事 業事業名

２．平成23年度 主な完成予定事業一覧
一般国道373号
ほき詰橋補修一般国道９号

溝川交差点改良

一般国道９号
久代自転車歩行者道整備

一般国道９号
三宮高架橋補修

一般国道53号
田益第２高架橋耐震補強

一般国道180号
種井歩道整備

一般国道２号
西広島バイパス

一般国道９号
小郡改良

一般国道191号
萩・三隅道路

広島港国際物流ターミナル改良（耐震）事業

芦田川総合水系環境整備事業
（芦田川下流箇所）

殿ダム建設事業

中国横断自動車道
尾道松江線

一般国道２号
三原バイパス

一般国道３７５号
東広島・呉道路

道-２６H23完成予定直轄道路一般国道191号 萩・三隅道路

道-２５H23完成予定直轄道路一般国道9号 小郡改良

山口県

港-５H23完成予定直轄港湾広島港国際物流ターミナル改良（耐震）事業

道-２２H23完成予定(部分)直轄道路一般国道３７５号 東広島・呉道路

道-２１H23完成予定(部分)直轄道路一般国道2号 西広島バイパス

道-１９H23完成予定直轄道路一般国道2号 三原バイパス

河-１５H23完成予定直轄河川芦田川総合水系環境整備事業（芦田川下流箇所）

広島県

道-１７H23完成予定直轄道路一般国道180号 種井歩道整備

道-１６H23完成予定直轄道路一般国道53号 田益第2高架橋耐震補強

岡山県

道-１１H23完成予定直轄道路一般国道９号 久代自転車歩行者道整備

道-１０H23完成予定直轄道路一般国道９号 三宮高架橋補修

道-７H23完成予定(部分)直轄道路中国横断自動車道 尾道松江線

島根県

道-４H23完成予定直轄道路一般国道９号 溝川交差点改良

道-３H23完成予定直轄道路一般国道373号 ほき詰橋補修

河-１H23完成予定直轄河川殿ダム建設事業

鳥取県

番号完成予定年度事業主体直轄or補助事業事 業 名
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Ⅰ．競争力のある地域経済社会の再構築                 

 

（１）東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化 

  ①東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化         

○国際・国内海上輸送ネットワークの拠点、臨海部における企業立地や企業活動に必要

な輸出入の拠点となる港湾について、「選択と集中」により効率的な整備を進め、国民

生活や産業活動に必要な物資や製品の安定的かつ低廉な輸送を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
さかい

境 港国際物流ターミナル整備事業（鳥取県）【新規箇所要求】 
とくやま

徳山
くだまつ

下松港国際物流ターミナル整備事業（山口県） 等 

 

（２）国内交通ネットワークの強化 

  ①高速交通ネットワーク及び空港・港湾へのアクセス強化による産業の振興 

○高規格幹線道路や地域高規格道路などの整備を進め、国内交通ネットワークを強  

    化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国横断自動車道尾道
おのみち

松江
ま つ え

線（島根県・広島県） 

一般国道９号 
とっとりにし

鳥取西道路（鳥取県）  等 

尾道松江線の整備により、山陰・山
陽間の所要時間が短縮され、人流・
物流・産業交流の活発化、地域経
済の向上等が期待されます。

NN

島根県

広島県

中国横断自動車道中国横断自動車道
尾道松江線尾道松江線

（（三次～三刀屋木次三次～三刀屋木次））
L=61L=61.0.0kmkm

中国横断自動車道中国横断自動車道
尾道松江線尾道松江線

（（尾道～三次尾道～三次））
L=49.9kmL=49.9km

三次JCT～
吉田掛合IC
（L=48.7km）
平成24年度
供用予定

吉田掛合IC～
三刀屋木次IC
（L=12 .3km）
平成2３年度
供用予定

甲山IC～三次JCT
（L=30.7km）

平成20年代半ば
供用予定

尾道JCT～甲山IC
（L=19.2km）
平成22年度
供用予定

三次JCT・ IC

（仮称）

（仮称）

（仮称）

（仮称）

（仮称）

（仮称）

（仮称）
（仮称）

（仮称）
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（単位：社）

分譲率
96％

分
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始

尾道松江線
新直轄区間として事業化

【尾道流通団地の進出企業の累計】
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尾道松江線
新直轄区間として事業化

【尾道流通団地の進出企業の累計】

境境港港  外外港港中中野野地地区区 

国際物流ターミナル 
(水深12m) 

木木材材のの荷荷役役状状況況 
1 2

13

5
5

5

0

4

8

12

16

20

H19 H20 H21

隻
数

米材 NZ材

３．中国地方整備局の主な取り組み 

吉田掛合IC～三刀屋木次IC間（三刀屋木次IC付近）
よしだ かけや みとや きすき みとや きすき

H22.3撮影至 尾道

至 松江

三刀屋木次IC

中国横断自動車道
尾道松江線

斐
伊
川

国
道
５
４
号

（県）三刀屋インター線

境港で急増する大型木材輸送船 
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○地域の経済活動を支える臨港道路の整備を進め、港湾における安全かつ効率的な

物流を確保します。 

みずしま

水島港国際物流ターミナル［耐震］・臨港道路整備事業（岡山県） 等 

  

（３）都市機能の強化 

   ①都市内の渋滞対策による交通の円滑化               

○交通容量拡大策やＴＤＭ（交通需要マネジメント）施策等の都市内の渋滞対策を

総合的に実施し、交通の円滑化及び物流の効率化を図ります。 

一般国道２号 
ひろしまみなみ

広 島 南道路（広島県）   等 

 

国道430号（既設） 
臨港道路

国際物流ターミナル

(水深12m)(耐震)

臨港道路（既設） 

一般道路（既設） 

玉島ハーバーアイランド 

高 

梁 

川 

玉島地区 

水島地区

水 島 港 

水島港 臨港道路整備イメージ 
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Ⅱ．安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり 

  

（１）災害の防止・軽減 

  ①洪水、高潮、地震、急傾斜地の崩壊等による被害の未然防止 

○国民の生活の安全安心を確保するため、災害危険度の高い地域における効果的な災

害予防対策を実施するとともに、災害が発生した地域における再度災害の防止対策を

実施します。 

 

斐伊
ひ い

川
かわ

水系治水事業（中海
なかうみ

湖岸堤整備）（鳥取県・島根県） 

斐伊
ひ い

川
かわ

水系治水事業（大橋川改修）（島根県） 

斐伊
ひ い

川
かわ

放水路事業（島根県） 

旭 川
あさひかわ

総合内水緊急対策事業（岡山県） 

ひろしま

広島市街地の高潮対策事業（広島県） 

防府
ほ う ふ

山系直轄特定緊急砂防事業（山口県） 等 

 

  ②災害等の発生時における社会活動への深刻な影響の防止 

○災害や重大災害等の発生時においても機能するように社会資本整備を推進し、住民生

活や経済活動への深刻な影響の防止を図ります。 

一般国道 191 号 
はぎ

萩・
み す み

三隅道路（山口県）  等 

     

○耐震強化岸壁の整備を進め、大規模地震等の災害発生時における避難者や緊急物

資等の輸送機能を確保するとともに、産業や経済への影響を最小限に抑えるため

の一定の輸送機能を確保します。 
ひろしま

広島港国際物流ターミナル改良（耐震）事業（広島県） 等 

        

○安全、安心の確保に資するため、大規模地震発生時に防災拠点としての機能を十 

     分に発揮できるよう、災害応急対策活動に必要な官庁施設等について耐震化を推 

進します。

5



（２）地域防災力や危機管理体制の強化 

①機動性の高い危機管理体制の確立 

○大規模自然災害における被災状況の迅速な把握や被災地の早期復旧を目的として、

平成 20 年に緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE)を発足し、計画的な訓練や装備の充

実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

                      

○あわせて災害対策用機械については、近年の集中豪雨等による災害の増加に鑑み、排

水ポンプ車や照明車等機動性のある車両を導入するなど、広域的な災害対策の充実を

引き続き図ります。 

 

○平成 22 年 7 月の豪雨による災害においては、山口県からの要請により排水ポンプ車を

迅速に派遣・支援を実施しました。また、同年 7 月の広島県庄原市の集中豪雨による

土砂災害においては、広島県及び庄原市からの要請により TEC-FORCE 隊員を派遣

し、土砂災害箇所の被災状況調査・災害復旧などの技術支援を実施しました。（7 月

11 日～27 日の 11 日間延べ 69 名の TEC-FORCE 隊員を派遣） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

 

②関係機関との連携強化 

○災害に対し管内の関係自治体との情報共有や円滑な応急対応を実施するため、中国

地方整備局と中国管内の５県２市が「中国地方における災害時の支援に関する申し合

わせ」や「防災情報の共有に関する協定書」等の締結、さらに平成 22 年 8 月に鳥取県

知事と「災害時における相互協力に関する基本協定書」を締結するなど、引き続き連携

強化を推進していきます。 

班別討議の発表状況（平成 22 年 8 月） 

TEC-FORCE 隊員セミナー（班長クラス） 

Ku-SAT 設置訓練状況（平成 22 年 6 月） 

TEC-FORCE 隊員セミナー（被災状況調査班員）

TEC－FORCE（高度技術指導班）による災害復旧等指導状況

＜平成 22 年 7 月の集中豪雨：広島県庄原市＞ 

排水ポンプ車の活動状況 

＜平成 22 年 7 月の豪雨：山口県山口市＞
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③業務継続計画の策定による危機管理体制の強化             

○大規模地震等の危機的事象が発生し、リソース(人、モノ、情報）が不足した場合におい

ても災害対策業務などの社会活動に重大な影響を及ぼす重要な業務について、発災

直後でも高いレベルで業務を行うことができるよう「業務継続計画」を本局及び管内の

全事務所で策定し、今後は「業務継続計画」の適宜見直しを行い、危機管理体制の強

化を図ります。 

 

 

（３）水資源の安定的な確保 

 ①水資源の確保による暮らしや産業活動を支える水の安定供給     

○新規施設の整備、既存施設の有効活用等により水資源の確保を推進し、暮らしや

産業活動を支える水の安定供給を図ります。 

との

殿ダム建設事業（鳥取県） 

 

 

（４）陸上及び海上における交通安全の向上 

①陸上及び海上における交通安全の向上 

○道路交通システムの構築や交通安全対策事業を進め、公共空間における移動の円  

滑化を図ります。 

一般国道 180 号 種
たね

井
い

歩道整備（岡山県）  等 

 

○安全かつ安定した港湾の利用を可能とする防波堤の整備を進め、荷役効率の向上

を図るとともに、荒天時における船舶の避難水域を確保します。 

       浜田
は ま だ

港防波堤整備事業（島根県）  等
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Ⅲ．多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造     

 

（１）瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり 

   ①瀬戸内海等への環境負荷低減等による美しく豊かな自然環境や景観等の実現 

○閉鎖的水域である湖等において、水質浄化の取り組みを推進します。 

  また、河川区域において流水の維持や水質浄化の取り組みを推進します。 

      斐伊
ひ い

川
かわ

総合水系環境整備事業（中海
なかうみ

・
し ん じ こ

宍道湖浄化事業）（島根県） 等 

 

○河川や海岸において、生物の多様性や、水辺の楽校などで自然とのふれあいの場 

を確保し、良好な水辺、沿岸域の環境を創出します。 

     吉井
よ し い

川
がわ

総合水系環境整備事業（吉井
よ し い

川
がわ

自然再生事業）（岡山県） 

    

②瀬戸内海をはじめとする自然・歴史・文化等の地域資源を活用した地域づくり 

      ○地域の景観、歴史、文化及び観光という「資源」や地域の創意としての「知恵」

を活かし、地方公共団体や地元住民との連携のもとで良好なまち空間と水辺空間

形成を目指します。 

     江
ごう

の川
かわ

総合水系環境整備事業（三川
さんせん

合 流
ごうりゅう

部
ぶ

水辺整備）（広島県） 等 

 

○歴史、自然を活かした地域の拠点を形成します。 

       国営備
び

北丘陵
ほくきゅうりょう

公園（広島県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③恵み豊かで美しく親しみやすい「広島湾」を次世代へ継承 

○関係省庁や自治体などが連携して、恵み豊かで美しく親しみやすい「広島湾」の保全・再 

生を推進します。 

広島
ひろしま

湾再生プロジェクト 

  

開園区域の様子
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Ⅳ．交流・連携による一体化で活力のある地域づくり           

 

（１）都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生 

  ①山陰と山陽及び分散した都市間等の連携強化 

○山陰と山陽、分散した都市間を結ぶ道路の整備等によるブロック内外の連携強化を図

り、活力ある地域社会を構築します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   中国横断自動車道 姫路
ひ め じ

鳥取
と っ と り

線（岡山県・鳥取県）  

一般国道２号 玉島
た ま し ま

・笠岡
かさおか

道路（岡山県）   等  

 

 

  ②都市間や都市と中山間地域等の多様な交流の拡大 

○幹線道路等の交通基盤や物資の輸送のための基盤づくりを推進し、都市と中山間地域 

       等の多様な交流拡大を図ります。 

     一般国道 313 号 
くらよし

倉吉道路（鳥取県）   等 

 

 

 N

兵庫県

鳥取県

岡山県

智頭南IC

大原IC～西粟倉IC
（L=8.3km）
平成24年度
供用予定

志戸坂峠道路
約18km

（供用済）

鳥取南IC

佐用平福IC

智頭IC～河原IC
（L=15.0km）
H21.3.14供用

大原IC

用瀬IC

河原IC～鳥取IC
（L=9.7km）

H22．3．28供用

中国横断自動車道
姫路鳥取線

（佐用～西粟倉）
L=19.2km

中国横断自動車道
姫路鳥取線

（智頭～鳥取）
L=24.7km

佐用JCT～大原IC
（L=10.9km）

H22．3．28供用

NN

兵庫県

鳥取県

岡山県

智頭南IC

大原IC～西粟倉IC
（L=8.3km）
平成24年度
供用予定

志戸坂峠道路
約18km

（供用済）

鳥取南IC

佐用平福IC

智頭IC～河原IC
（L=15.0km）
H21.3.14供用

大原IC

用瀬IC

河原IC～鳥取IC
（L=9.7km）

H22．3．28供用

中国横断自動車道
姫路鳥取線

（佐用～西粟倉）
L=19.2km

中国横断自動車道
姫路鳥取線

（智頭～鳥取）
L=24.7km

佐用JCT～大原IC
（L=10.9km）

H22．3．28供用

①主要都市間の所要時間短縮
姫路鳥取線の整備により、山陽・京阪神側の拠点都市

との所要時間が短縮され、地域間交流の活発化、地域経
済の向上が期待されます。

※所要時間はH17センサス混雑時旅行速度により算出。ただし、鳥取自動車道の速度はV=70km/hとして算出。

鳥取自動車道

（智頭～鳥取）

志戸坂峠道路

鳥取自動車道

（佐用～西粟倉）

とっとり

鳥取IC
とっとりみなみ

鳥取南IC
かわはら

河原IC
ち づ

智頭IC
ちづ みなみ

智頭南IC
にしあわくら

西粟倉IC
おおはら

大原IC
さよう ひらふく

佐用平福IC

さよう

佐用JCT

もちがせ

用瀬IC
鳥取市～岡山市の所要時間鳥取市～岡山市の所要時間

鳥取市～神戸市の所要時間鳥取市～神戸市の所要時間

神
戸
市

神
戸
市

約25分
短縮

未開通 約３時間２０分

現況（H21年度末）約２時間５０分

全線開通後 約２時間４０分

岡
山
市

岡
山
市

未開通 約３時間２０分

現況（H21年度末） 約３時間００分

全線開通後 約２時間５５分

鳥
取
市

鳥
取
市

鳥
取
市

鳥
取
市

約30分
短縮

約20分
短縮

約40分
短縮

開通区間（H21年度末）

現況（H20年度末までの開通区間）
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（２）広域観光の促進 

  ①空港や港湾などの国際交流拠点機能の強化による広域観光の促進 

○岩国飛行場において、民間航空再開に必要となる施設の整備を進めます。民間航

空再開により、山口県東部地域と首都圏の間の移動時間短縮を実現し、観光需要

の拡大等を図ります。 

   岩国
いわくに

飛行場民間航空施設整備事業（山口県） 

 

②観光地が連携した観光圏の形成による広域観光の促進 

○観光地が広域的に連携した「観光圏」の形成し、魅力ある観光地域づくりの推進 

のために必要とされる社会資本整備が促進されるように配慮していきます。 

   現在、中国地方整備局管内では観光圏として、鳥取・島根両県をまたぐ「山陰 

文化観光圏」と広島、宮島、岩国が連携した「広島・宮島・岩国地域観光圏」及 

び尾道市、今治市、上島町が連携した「瀬戸内しまなみ海道地域観光圏」が認定 

されています。 

 

 平成 22 年度に認定された「瀬戸内しまなみ海道地域

観光圏」のエリアでは、社会実験として、駐輪・休憩施

設や情報発信を行う「サイクリストオアシス」の設置や

レンタサイクルの実施、自転車による島内観光スポット

回遊のための情報提供など、自転車による観光の支援を

行いました。 

 

しまなみ、山陰、広島地域の観光圏 自転車による観光回遊イメージ
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Ⅴ．横断的な取組                           

 

（１）社会資本整備の効率化や社会資本ストックの有効活用 

①戦略的な維持管理・更新等による社会資本の有効活用 

構造物の健全度予測・点検を行い、維持修繕の最適な時期・規模など効率的な投

資計画に応じて、計画的な維持管理を行っていきます。 

 ○計画的な維持管理の推進 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②産学官の技術連携の支援             

○中国地方７大学との「包括的連携・協力に関する協定締結」            

・中国地方の７大学の大学長と中国地方整備局長が協定書を締結し、連携・協力の

強化を図り、地域社会の発展に寄与します。 

▲ 意見交換開催状況（山口大学）▲ 意見交換開催状況（鳥取大学） 

 

道路施設量（一般国道指定区間：中国地方）
○道路延長 約1,719km
○トンネル数 187箇所
○橋 梁 数 2,971橋

（平成22年4月現在）
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③新技術・新工法活用の支援体制づくりを支援 

・成長が期待される情報通信、医療、福祉、環境、バイオテクノロジー（生物工学）

等の産業関連分野の育成やその技術を国土管理に活用するための産学官の連携

を強化し、新たな産業拠点の整備を基盤整備等により積極的に支援します。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④情報化施工の推進 

 ・情報化施工技術は、ＩＣＴ（情報通信技術）を工事の施工等に活用し、従来の施

工技術と比べ、高い生産性と施工品質を実現する施工システムです。 

   情報化施工に関する試験施工の実績や技術の普及状況等を踏まえ、既に技術的に

確立した情報化施工技術については、平成２５年度の一般化に向け積極的な普及

推進を行います。  

   

  
との

殿ダム建設事業（鳥取県） 等 
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（２）良好な社会資本整備に向けた取り組み 

   ①公共工事の品質確保の促進   

   ○総合評価方式の透明性・公平性の確保 

・より公平な技術評価方法への改善を進めるとともに、提案者に対する評価結果の

通知や問い合わせ窓口の設置等、技術評価に関する更なる透明性・公平性の確保

に努めます。 

 

○三者検討会、ワンデーレスポンス、設計変更審査会の拡大 

・工事の効率化を図るため、工事施工中の問題認識の明確化や受発注者間の情報を     

共有し、受発注者間の協議等を迅速に実施するため、三者検討会、ワンデーレスポン

ス、設計変更審査会の更なる拡大を図っていきます。 

 

 

  ②調査・設計の品質確保の推進              

○総合評価方式の拡大 

・調査・設計等の業務においても、引き続き総合評価方式の拡大を図っていきます。     

    

   ○その他の取組み 

・三者検討会、ワンデーレスポンス（業務版）などを推進していきます。 

 

 

  ③自治体等への取り組み 

○中国ブロック発注者協議会 

・「中国ブロック発注者協議会」（平成 20 年設立）に

より、中国地方の全ての公共工事発注機関におい

て、総合評価方式の導入拡大、品質確保に関する

取組の情報共有・促進等を図っていきます。 

 

 

 

 

 

④地域の基幹産業である建設業の支援 

○地元本店限定工事及び地元企業活用促進型総合評価方式工事の拡大等による競争参

加機会の確保 

・地元企業は、地域経済や雇用及び災害時の対応など地域に多面的な貢献をしているこ

とから、以下の取組みにより地場産業の育成を図り、地域の活性化及び景気浮揚を期

待するものです。 

◇ 本店限定工事の積極的実施（一般土木、維持修繕工事、法面工事等） 

◇ 地元企業活用促進型総合評価方式の拡大 

▲ 中国ブロック発注者協議会第５回幹事会 

（平成22年7月6日） 
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⑤その他 

○広域地方計画の推進について 

・平成 21 年 8 月に策定された「中国圏広域地方計画」に示された各プロジェクトの、推進 

状況の結果や基礎的指標の分析・評価、将来像の達成状況において、定性的評価や定 

量的評価を踏まえ総合的に当該計画を評価し、計画の推進を図ります。 

 

中国圏広域地方計画ホームページ 

http://www.cgr.mlit.go.jp/chiki/kokudo_keisei/index.htm 
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事業名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

境港国際物流ターミナル整備事業 港湾 直轄 新規箇所要求 港-２

浜田港防波堤整備事業 港湾 直轄 － 港-３

水島港国際物流ターミナル[耐震]・臨港道路整備事業 港湾 直轄 － 港-４

尾道糸崎港国際物流ターミナル整備事業 港湾 直轄 － 港-７

徳山下松港国際物流ターミナル整備事業 港湾 直轄 － 港-８

宇部港航路・泊地整備事業 港湾 直轄 － 港-１０

一般国道９号　鳥取西道路 道路 直轄 － 道-１

一般国道９号　名和・淀江道路 道路 直轄 － 道-２

中国横断自動車道　尾道松江線 道路 直轄 H23完成予定(部分) 道-７

一般国道９号　仁摩・温泉津道路 道路 直轄 － 道-８

一般国道９号　浜田・三隅道路 道路 直轄 － 道-９

中国横断自動車道　姫路鳥取線 道路 直轄 H24完成予定 道-１３

一般国道375号　東広島・呉道路 道路 直轄 H23完成予定(部分) 道-２２

一般県道　妻崎開作小野田線 道路 補助 山口県 － 道-３０

水島港国際物流ターミナル[耐震]・臨港道路整備事業 港湾 直轄 － 港-４

岩国港臨港道路整備事業 港湾 直轄 － 港-９

一般国道485号　松江第五大橋道路 道路 補助 島根県 H23完成予定(部分) 道-１２

一般国道30号　児島・玉野拡幅 道路 直轄 H24完成予定 道-１５

一般国道2号　三原バイパス 道路 直轄 H23完成予定 道-１９

一般国道2号　広島南道路 道路 直轄 － 道-２０

一般国道2号　西広島バイパス 道路 直轄 H23完成予定(部分) 道-２１

一般国道9号　小郡改良 道路 直轄 H23完成予定 道-２５

菅沢ダム堰堤改良事業 河川 直轄 － 河-２

皆生海岸保全施設整備事業 海岸 直轄 － 河-３

斐伊川水系治水事業（中海湖岸堤整備） 河川 直轄 － 河-５

斐伊川水系治水事業（大橋川改修） 河川 直轄 － 河-６

斐伊川放水路事業 河川 直轄 － 河-７

江の川土地利用一体型水防災事業 河川 直轄 － 河-８

特定構造物改築事業（旭川放水路（百間川）） 河川 直轄 － 河-９

旭川総合内水緊急対策事業（平井・中川町地区） 河川 直轄 － 河-１０

吉野川河川災害復旧等関連緊急事業 河川 補助 岡山県 － 河-１２

太田川中・上流部床上浸水対策特別緊急事業 河川 直轄 － 河-１３

広島市街地の高潮対策事業
河川
海岸 直轄 －

河-１４
港-６

広島西部山系直轄砂防事業 砂防 直轄 － 河-１７

防府山系直轄特定緊急砂防事業 砂防 直轄 － 河-１８

山口県県央部地区砂防激甚災害対策特別緊急事業 砂防 補助 山口県 － 河-１９

一般国道373号　ほき詰橋補修 道路 直轄 H23完成予定 道-３

一般国道５３号　田園町電線共同溝 道路 直轄 H24完成予定 道-５

一般国道９号　三宮高架橋補修 道路 直轄 H23完成予定 道-１０

一般国道53号　田益第2高架橋耐震補強 道路 直轄 H23完成予定 道-１６

一般国道2号　西宮トンネル補修 道路 直轄 H23完成予定 道-２3

主要事業箇所一覧

（１） 災害の防止・軽減

　Ⅱ.安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり

　Ⅰ.競争力のある地域経済社会の再構築

（２） 国内交通ネットワークの強化

（１） 東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化

（３） 都市機能の強化
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事業名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

一般国道191号　萩・三隅道路 道路 直轄 H23完成予定 道-２６

一般国道188号　神東地区防災対策 道路 直轄 H23完成予定 道-２７

一般国道2号　徳山電線共同溝 道路 直轄 － 道-２９

水島港国際物流ターミナル[耐震]・臨港道路整備事業 港湾 直轄 － 港-４

広島港国際物流ターミナル改良（耐震）事業 港湾 直轄 H23完成予定 港-５

－

殿ダム建設事業 河川 直轄 H23完成予定 河-１

一般国道９号　溝川交差点改良 道路 直轄 H23完成予定 道-４

一般国道９号　久代自転車歩行者道整備 道路 直轄 H23完成予定 道-１１

一般国道180号　種井歩道整備 道路 直轄 H23完成予定 道-１７

一般国道185号　的場自転車歩行者道整備 道路 直轄 H23完成予定 道-２４

一般国道188号　通津交差点改良 道路 直轄 H23完成予定 道-２８

鳥取港防波堤整備事業 港湾 直轄 － 港-１

浜田港防波堤整備事業 港湾 直轄 － 港-３

斐伊川総合水系環境整備事業（中海・宍道湖浄化事業） 河川 直轄 － 河-４

吉井川総合水系環境整備事業（吉井川自然再生事業） 河川 直轄 － 河-１１

芦田川総合水系環境整備事業（芦田川下流箇所） 河川 直轄 H23完成予定 河-１５

江の川総合水系環境整備事業（三川合流部箇所） 河川 直轄 － 河-１６

国営備北丘陵公園 都市 直轄 － 都-１

広島湾再生プロジェクト 他-１

一般国道９号　鳥取西道路 道路 直轄 － 道-１

一般国道９号　名和・淀江道路 道路 直轄 － 道-２

一般国道313号　倉吉道路 道路 補助 鳥取県 H24完成予定(部分) 道-６

一般国道313号　倉吉関金道路 道路 補助 鳥取県 新規箇所要求 道-６

中国横断自動車道　尾道松江線 道路 直轄 H23完成予定(部分) 道-７

一般国道９号　仁摩・温泉津道路 道路 直轄 － 道-８

一般国道９号　浜田・三隅道路 道路 直轄 － 道-９

中国横断自動車道　姫路鳥取線 道路 直轄 H24完成予定 道-１３

一般国道２号　玉島・笠岡道路 道路 直轄 － 道-１４

一般国道374号　湯郷勝央道路 道路 補助 岡山県 － 道-１８

一般国道375号　東広島・呉道路 道路 直轄 H23完成予定(部分) 道-２２

岩国飛行場民間航空施設整備事業 空港 直轄 － 港-１１

しまなみ・山陰・広島地域の観光圏 他-２

　Ⅱ.安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり

（１） 災害の防止・軽減

（４） 陸上及び海上における交通安全の向上

（２） 地域防災力や危機管理体制の強化

（３） 水資源の安定的な確保

（１） 都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

（２） 広域観光の促進

　Ⅲ.多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造

瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり

　Ⅳ.交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
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別　 添

４.主要事業箇所





主要事業箇所【鳥取県】

凡 例

港湾・空港事業事業名

道 路 事 業事業名

河 川 事 業事業名

一般国道９号 名和・淀江道路

一般国道９号 鳥取西道路

一般国道53号 田園町電線共同溝

一般国道313号 倉吉道路

一般国道９号 溝川交差点改良

一般国道373号
ほき詰橋補修

境港国際物流ターミナル整備事業

鳥取港防波堤整備事業
皆生海岸保全施設整備事業

斐伊川総合水系環境整備事業
（中海・宍道湖浄化事業）

殿ダム建設事業

斐伊川水系治水事業
（中海湖岸堤整備）

菅沢ダム堰堤改良事業

一般国道313号 倉吉関金道路

道-６新規箇所要求鳥取県補助道路一般国道313号 倉吉関金道路

港-２新規箇所要求直轄港湾境港国際物流ターミナル整備事業

港-１－直轄港湾鳥取港防波堤整備事業

道-６H24完成予定(部分)鳥取県補助道路一般国道313号 倉吉道路

道-５H24完成予定直轄道路一般国道５３号 田園町電線共同溝

道-４H23完成予定直轄道路一般国道９号 溝川交差点改良

道-３H23完成予定直轄道路一般国道373号 ほき詰橋補修

道-２－直轄道路一般国道９号 名和・淀江道路

道-１－直轄道路一般国道９号 鳥取西道路

河-５－直轄河川斐伊川水系治水事業（中海湖岸堤整備）

河-４－直轄河川斐伊川総合水系環境整備事業（中海・宍道湖浄化事業）

河-３－直轄海岸皆生海岸保全施設整備事業

河-２－直轄河川菅沢ダム堰堤改良事業

河-１H23完成予定直轄河川殿ダム建設事業

番号完成予定年度等事業主体直轄or補助事業事 業 名

1



主要事業箇所【島根県】

凡 例

港湾・空港事業事業名

道 路 事 業事業名

河 川 事 業事業名

中国横断自動車道 尾道松江線

一般国道９号
仁摩・温泉津道路

一般国道９号 浜田・三隅道路

一般国道485号 松江第五大橋道路

一般国道９号 久代自転車歩行者道整備

一般国道９号 三宮高架橋補修

浜田港防波堤整備事業 斐伊川総合水系環境整備事業
（中海・宍道湖浄化事業）

斐伊川放水路事業

江の川土地利用一体型水防災事業

斐伊川水系治水事業
（中海湖岸堤整備）

斐伊川水系治水事業
（大橋川改修）

港-３－直轄港湾浜田港防波堤整備事業

道-１２H23完成予定(部分)島根県補助道路一般国道485号 松江第五大橋道路

道-１１H23完成予定直轄道路一般国道９号 久代自転車歩行者道整備

道-１０H23完成予定直轄道路一般国道９号 三宮高架橋補修

道-９－直轄道路一般国道９号 浜田・三隅道路

道-８－直轄道路一般国道９号 仁摩・温泉津道路

道-７H23完成予定(部分)直轄道路中国横断自動車道 尾道松江線

河-８－直轄河川江の川土地利用一体型水防災事業

河-７－直轄河川斐伊川放水路事業

河-６－直轄河川斐伊川水系治水事業（大橋川改修）

河-５－直轄河川斐伊川水系治水事業（中海湖岸堤整備）

河-４－直轄河川斐伊川総合水系環境整備事業（中海・宍道湖浄化事業）

番号完成予定年度等事業主体直轄or補助事業事 業 名

2



主要事業箇所【岡山県】

凡 例

港湾・空港事業事業名

道 路 事 業事業名

河 川 事 業事業名

中国横断自動車道
姫路鳥取線

一般国道２号
玉島・笠岡道路

一般国道30号 児島・玉野拡幅

一般国道374号
湯郷勝央道路

一般国道180号
種井歩道整備

一般国道53号
田益第２高架橋耐震補強

水島港国際物流ターミナル〔耐震〕・臨港道路整備事業

吉井川総合水系環境
整備事業
（吉井川自然再生事業）

吉野川河川災害復旧等
関連緊急事業

特定構造物改築事業
（旭川放水路（百間川））

旭川総合内水緊急対策事業
（平井・中川町地区）

港-４－直轄港湾水島港国際物流ターミナル[耐震]・臨港道路整備事業

道-１８－岡山県補助道路一般国道374号 湯郷勝央道路

道-１７H23完成予定直轄道路一般国道180号 種井歩道整備

道-１６H23完成予定直轄道路一般国道53号 田益第2高架橋耐震補強

道-１５H24完成予定直轄道路一般国道30号 児島・玉野拡幅

道-１４－直轄道路一般国道２号 玉島・笠岡道路

道-１３H24完成予定直轄道路中国横断自動車道 姫路鳥取線

河-１２－岡山県補助河川吉野川河川災害復旧等関連緊急事業

河-１１－直轄河川吉井川総合水系環境整備事業（吉井川自然再生事業）

河-１０－直轄河川旭川総合内水緊急対策事業（平井・中川町地区）

河-９－直轄河川特定構造物改築事業（旭川放水路（百間川））

番号完成予定年度等事業主体直轄or補助事業事 業 名

3



主要事業箇所【広島県】
凡 例

港湾・空港事業事業名

都市・住宅事業事業名

道 路 事 業事業名

河 川 事 業事業名

一般国道２号 三原バイパス

一般国道２号 広島南道路

一般国道２号
西広島バイパス

一般国道375号 東広島・呉道路

一般国道185号 的場自転車歩行者道整備

一般国道２号 西宮トンネル補修

中国横断自動車道 尾道松江線

国営備北丘陵公園

尾道糸崎港国際物流
ターミナル整備事業

広島港国際物流
ターミナル改良（耐震）事業

芦田川総合水系環境整備事業
（芦田川下流箇所）

江の川総合水系環境整備事業
（三川合流部箇所）

広島西部山系直轄砂防事業

太田川中・上流部
床上浸水対策特別緊急事業

広島市街地の高潮対策事業

都-１－直轄都市国営備北丘陵公園

港-７－直轄港湾尾道糸崎港国際物流ターミナル整備事業

港-５H23完成予定直轄港湾広島港国際物流ターミナル改良（耐震）事業

道-２４H23完成予定直轄道路一般国道185号 的場自転車歩行者道整備

道-２３H23完成予定直轄道路一般国道2号 西宮トンネル補修

道-２２H23完成予定(部分)直轄道路一般国道375号 東広島・呉道路

道-２１H23完成予定(部分)直轄道路一般国道2号 西広島バイパス

道-２０－直轄道路一般国道2号 広島南道路

道-１９H23完成予定直轄道路一般国道2号 三原バイパス

道-７－直轄道路中国横断自動車道 尾道松江線

河-１７－直轄砂防広島西部山系直轄砂防事業

河-１６－直轄河川江の川総合水系環境整備事業（三川合流部箇所）

河-１５H23完成予定直轄河川芦田川総合水系環境整備事業（芦田川下流箇所）

河-１４
港-６－直轄

河川
海岸広島市街地の高潮対策事業

河-１３－直轄河川太田川中・上流部床上浸水対策特別緊急事業

番号完成予定年度等事業主体直轄or補助事業事 業 名

4



主要事業箇所【山口県】

凡 例

港湾・空港事業事業名

道 路 事 業事業名

河 川 事 業事業名

一般国道191号 萩・三隅道路

一般国道９号 小郡改良

一般国道２号 徳山電線共同溝

一般国道188号
通津交差点改良

一般県道
妻崎開作小野田線

一般国道188号
神東地区防災対策

岩国港臨港道路整備事業

岩国飛行場民間航空
施設整備事業

徳山下松港国際物流ターミナル整備事業宇部港航路・泊地整備事業

防府山系直轄特定緊急砂防事業
山口県県央部地区砂防激甚災害対策特別緊急事業

港-１１－直轄空港岩国飛行場民間航空施設整備事業

港-１０－直轄港湾宇部港航路・泊地整備事業

港-９－直轄港湾岩国港臨港道路整備事業

港-８－直轄港湾徳山下松港国際物流ターミナル整備事業

道-３０－山口県補助道路一般県道 妻崎開作小野田線

道-２９－直轄道路一般国道2号 徳山電線共同溝

道-２８H23完成予定直轄道路一般国道188号 通津交差点改良

道-２７H23完成予定直轄道路一般国道188号 神東地区防災対策

道-２６H23完成予定直轄道路一般国道191号 萩・三隅道路

道-２５H23完成予定直轄道路一般国道9号 小郡改良

河-１９－山口県補助砂防山口県県央部地区砂防激甚災害対策特別緊急事業

河-１８－直轄砂防防府山系直轄特定緊急砂防事業

番号完成予定年度等事業主体直轄or補助事業事 業 名

5



○河川事業
事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

殿ダム建設事業 河川 直轄 H23完成予定 河-１

菅沢ダム堰堤改良事業 河川 直轄 － 河-２

皆生海岸保全施設整備事業 海岸 直轄 － 河-３

斐伊川総合水系環境整備事業（中海・宍道湖浄化事業） 河川 直轄 － 河-４

斐伊川水系治水事業（中海湖岸堤整備） 河川 直轄 － 河-５

斐伊川水系治水事業（大橋川改修） 河川 直轄 － 河-６

斐伊川放水路事業 河川 直轄 － 河-７

江の川土地利用一体型水防災事業 河川 直轄 － 河-８

特定構造物改築事業（旭川放水路（百間川）） 河川 直轄 － 河-９

旭川総合内水緊急対策事業（平井・中川町地区） 河川 直轄 河-１０

吉井川総合水系環境整備事業（吉井川自然再生事業） 河川 直轄 － 河-１１

吉野川河川災害復旧等関連緊急事業 河川 補助 岡山県 － 河-１２

太田川中・上流部床上浸水対策特別緊急事業 河川 直轄 － 河-１３

広島市街地の高潮対策事業 河川 直轄 － 河-１４※

芦田川総合水系環境整備事業（芦田川下流箇所） 河川 直轄 H23完成予定 河-１５

江の川総合水系環境整備事業（三川合流部箇所） 河川 直轄 － 河-１６

広島西部山系直轄砂防事業 砂防 直轄 － 河-１７

防府山系直轄特定緊急砂防事業 砂防 直轄 － 河-１８

山口県県央部地区砂防激甚災害対策特別緊急事業 砂防 補助 山口県 － 河-１９

※　港-６に掲載

○道路事業
事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

一般国道９号　鳥取西道路 道路 直轄 － 道-１

一般国道９号　名和・淀江道路 道路 直轄 － 道-２

一般国道373号　ほき詰橋補修 道路 直轄 H23完成予定 道-３

一般国道９号　溝川交差点改良 道路 直轄 H23完成予定 道-４

一般国道５３号　田園町電線共同溝 道路 直轄 H24完成予定 道-５

一般国道313号　倉吉道路 道路 補助 鳥取県 H24完成予定(部分) 道-６

一般国道313号　倉吉関金道路 道路 補助 鳥取県 新規箇所要求 道-６

中国横断自動車道　尾道松江線 道路 直轄 H23完成予定(部分) 道-７

一般国道９号　仁摩・温泉津道路 道路 直轄 － 道-８

一般国道９号　浜田・三隅道路 道路 直轄 － 道-９

一般国道９号　三宮高架橋補修 道路 直轄 H23完成予定 道-１０

一般国道９号　久代自転車歩行者道整備 道路 直轄 H23完成予定 道-１１

一般国道485号　松江第五大橋道路 道路 補助 島根県 H23完成予定(部分) 道-１２

中国横断自動車道　姫路鳥取線 道路 直轄 H24完成予定 道-１３

一般国道２号　玉島・笠岡道路 道路 直轄 － 道-１４

一般国道30号　児島・玉野拡幅 道路 直轄 H24完成予定 道-１５

一般国道53号　田益第2高架橋耐震補強 道路 直轄 H23完成予定 道-１６

一般国道180号　種井歩道整備 道路 直轄 H23完成予定 道-１７

一般国道374号　湯郷勝央道路 道路 補助 岡山県 － 道-１８

一般国道2号　三原バイパス 道路 直轄 H23完成予定 道-１９

一般国道2号　広島南道路 道路 直轄 － 道-２０

一般国道2号　西広島バイパス 道路 直轄 H23完成予定(部分) 道-２１

一般国道375号　東広島・呉道路 道路 直轄 H23完成予定(部分) 道-２2

一般国道2号　西宮トンネル補修 道路 直轄 H23完成予定 道-２3

一般国道185号　的場自転車歩行者道整備 道路 直轄 H23完成予定 道-２４

一般国道9号　小郡改良 道路 直轄 H23完成予定 道-２５

一般国道191号　萩・三隅道路 道路 直轄 H23完成予定 道-２６

一般国道188号　神東地区防災対策 道路 直轄 H23完成予定 道-２７

一般国道188号　通津交差点改良 道路 直轄 H23完成予定 道-２８

一般国道2号　徳山電線共同溝 道路 直轄 － 道-２９

一般県道　妻崎開作小野田線 道路 補助 山口県 － 道-３０

事業別集計表

6



○港湾・空港整備事業
事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

鳥取港防波堤整備事業 港湾 直轄 － 港-1

境港国際物流ターミナル整備事業 港湾 直轄 新規箇所要求 港-2

浜田港防波堤整備事業 港湾 直轄 － 港-3

水島港国際物流ターミナル[耐震]・臨港道路整備事業 港湾 直轄 － 港-4

広島港国際物流ターミナル改良（耐震）事業 港湾 直轄 H23完成予定 港-５

広島市街地の高潮対策事業 海岸 直轄 － 港-６※

尾道糸崎港国際物流ターミナル整備事業 港湾 直轄 － 港-７

徳山下松港国際物流ターミナル整備事業 港湾 直轄 － 港-８

岩国港臨港道路整備事業 港湾 直轄 － 港-９

宇部港航路・泊地整備事業 港湾 直轄 － 港-１０

岩国飛行場民間航空施設整備事業 空港 直轄 － 港-１１

※　河-１４に掲載

○都市・住宅整備事業
事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

国営備北丘陵公園 都市 直轄 － 都-１

○その他
番号

他-１

他-２

広島湾再生プロジェクト

施　　　策　　　名

しまなみ・山陰・広島地域の観光圏 

7



殿ダムは、洪水防御とあわせて都市用水の安定的な供給に向けて、平成２３年度の完成を

目指し事業を推進します。

平成２３年度は、完成へ向けダム本体関連工事、試験湛水を実施予定。

・洪水の調節 ダム地点の計画高水流量400m3/sのうち250m3/sを調節

・ダム下流の既得用水の安定取水及び河川環境の保全等のための流量の確保

・水道用水の確保 鳥取市に最大20,000m3/日を新たに供給

・工業用水の確保 鳥取県に最大30,000m3/日を新たに供給

・発電 鳥取県袋川発電所で最大1,100kwを発電

期待される整備効果期待される整備効果

殿ダム完成イメージ

ダムサイト状況（下流より）（H22.8）

殿ダム建設事業殿ダム建設事業 河-１

市道付替道路工事（楠城山崎線）
なわしろやまさき

との

完成予定●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○安定的な水資源の確保

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○安定的な水資源の確保

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県
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菅沢ダムは管理移行後、４０年あまりが経過し、ダム設備の老朽化等に伴いダムの機能確保、適
正管理に支障をきたし、対策が必要となったため、平成１４年度から堰堤改良事業を行っています。

平成２３年度は、小規模放流設備工及び利水取水設備工を継続して推進します。

施設改良により取水放流能力を向上させ、洪水調節操作の円滑化及び日野川下流への安定的な利

水補給を行い、適正かつ効率的な貯水池運用を図ります。

期待される整備効果期待される整備効果

菅沢ダム堰堤改良事業菅沢ダム堰堤改良事業
すげさわ

完成イメージ図

新規放流設備

水 流

導水管

副ゲート

主ゲート

円形多段式取水ゲート

操作室

取水塔

基礎コンクリート

ダム提体
水 流

導水管

副ゲート

主ゲート

円形多段式取水ゲート

操作室

取水塔

基礎コンクリート

ダム提体

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

利水取水設備

小規模放流設備

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

事業推進

河-２
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・機能が低下している皆生地区の海岸保全施設の機能回復を図り、海岸侵食による被害を防止します。

また、水平線が見渡せるなど景観改善や、波打ち際の勾配が緩くなることで海水浴等の利用がしやすく

なるといった効果も期待できます。

・白砂青松の豊かな自然が残る富益地区において、海岸侵食による汀線後退の軽減を図るとともに、

利用者が安心して快適に利用できる自然豊かな砂浜を保全します。

皆生海岸の侵食対策として、皆生地区の老朽化（崩壊・沈下）

した離岸堤の機能回復とあわせて沖合侵食の軽減を図るため

施設改良（人工リーフ化）を実施します。また、富益地区におい

て、侵食により汀線後退した箇所へ土砂を戻すサンドリサイクル

を実施します。

とみます

サンドリサイクル施工前 （撮影日H17.12.27)

サンドリサイクル施工後 （撮影日H18.3.8）

期待される整備効果期待される整備効果

とみます

皆生海岸保全施設整備事業皆生海岸保全施設整備事業
か い け

かいけ

平面図

境港市

米子市

日吉津村

大山町

美 保 湾

松江市

中 海

安来市
米子市

日

野

川

皆生海岸

境港市

米子市 大山町

美 保 湾

松江市

中 海

安来市
米子市

日

野

川

夜見・富益地区

皆生施設改良

サンドリサイクル

皆生地区

皆生地区における施設改良（人工リーフ化）

施設改良（人工ﾘｰﾌ化）を推進

施設改良（2基目）
【H23年度完成予定】

施設改良（1基目）
【Ｈ１７年度完成】

（凡例）

平成2３年度整備箇所

平成2４年度以降整備箇所

平成2２年度以前整備箇所

かいけ

かいけ

▲サンドリサイクルにより砂浜を保全
遠浅な海岸

急激に深くなる

離岸堤

施設改良の効果

離岸堤が眺望を阻害

景観が改善

海水浴客で賑わう皆生海岸

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

事業推進

河-３

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県
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斐伊川総合水系環境整備事業斐伊川総合水系環境整備事業

（中海・宍道湖浄化事業）（中海・宍道湖浄化事業）

中海・宍道湖は日本有数の規模を誇る汽水域で、魚介類や渡り鳥の生息場として重要な環境であ

りラムサール条約の登録湿地となっています。

このような中海・宍道湖において、湖沼の水環境の改善を目指して浄化事業を行っています。

平成２３年度は、市民や研究機関等と連携した宍道湖でのヨシ帯・砂浜の再生及び中海での浅場

再生を継続し実施します。

出雲市

斐伊川

斐
伊

川
放

水
路

大社湾

神
戸

川

神戸川

←
神

戸
川

神戸堰

ＪＲ神戸川橋梁 拡幅部

再生した浅場では魚介類の増加が見られる再生した浅場では魚介類の増加が見られる

（（中海中海浅場浅場再生再生））

市民参加市民参加によりによりヨシヨシのの植栽植栽を実施を実施

（（宍道湖植栽風景宍道湖植栽風景））

整備箇所整備箇所の浅場の浅場ではヨシではヨシをを再生再生

（（宍道湖整備箇所宍道湖整備箇所））

宍道湖や中海の殆どが人工湖岸です。宍道湖や中海の殆どが人工湖岸です。

((事例事例::宍道湖のコンクリート護岸宍道湖のコンクリート護岸))

期待される整備効果期待される整備効果

浅場の造成によって、ヨシ帯や藻場など湖岸域の浅場環境が再生し、自然が本来もつ浄化機能を
回復して水質浄化を図ります。

アオコや赤潮の発生抑制によって湖岸の景観も向上するほか、親水性の向上など地域の人々等
の憩いの場としての機能が向上します。

なかうみなかうみ し ん じ こし ん じ こ

ひ い か わひ い か わ

●多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造
○瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり

●多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造
○瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり

整備整備前前

整備整備後後

事業推進

河-４

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県
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湖岸堤整備により、平成１５年に発生した観測史上最大の高潮による浸水被害や台風時期の波浪
による被害を軽減します。

期待される整備効果期待される整備効果

斐伊川斐伊川水系治水水系治水事業（中海湖岸堤整備）事業（中海湖岸堤整備）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

境港市渡地区（鳥取県）

松江市野原地区（島根県）

中海では過去から高潮等による浸水被害が発生しています。特に近年の平成１４年、１５年、１６年

と続いた高潮や越波による浸水被害箇所は湖岸堤が未整備箇所において顕著となっているため、当

面は湖岸堤高がHP+1.44m未満であり、過去に越水による浸水実績がある若しくは背後資産の価値

が極めて高い箇所の湖岸堤整備を推進します。

平成２３年度は、近年高潮で浸水被害を受けている境港市渡地区、米子市葭津地区（以上鳥取県）、

松江市野原地区（島根県）などで湖岸堤整備を推進します。

なかうみ

さかいみなとしわたり

ひ い かわ なか うみ

米子市葭津地区（鳥取県）

よな ご し よし づ

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

まつ え し の ばら

事業推進

河-５
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大橋川沿川の松江市は、昭和４７年、平成１８年に浸水し、交通網が麻痺するなど度々大きな被害が

発生し、改修が必要となっています。しかし、「大橋川改修」は、大橋川が島根県の県庁所在地である

松江市街地の中心部を貫流していることから、国際文化観光都市である松江市にふさわしい景観とな

ることにも配慮するとともに、汽水環境にも配慮し、実施する必要があります。

これまでに、 「大橋川改修技術検討懇談会」 、「大橋川周辺まちづくり検討委員会」、「大橋川改修に

関する環境検討委員会」などの委員会において議論をいただき、大橋川改修の進め方及び松江大橋

の取扱いについて助言いただくとともに、沿川の景観形成に関する整備方針、周辺まちづくり基本計画

の策定や環境調査最終取りまとめを行いました。さらに「斐伊川河川整備懇談会」において議論をいた

だき、河川整備計画の案を公表、島根・鳥取両県に意見照会し、了解を得たところです。今後、整備計

画を策定し、大橋川改修に着手します。

上流ダム・放水路の完成と併せ、大橋川改修を行うこ
とにより、戦後最大の被害をもたらした昭和47 年7 月
洪水が再び発生した場合でも、家屋の浸水被害の発生
を防止します。

期待される整備効果期待される整備効果

図中の赤線・青線は堤防法線

斐伊川斐伊川水系治水水系治水事業（大橋川改修）事業（大橋川改修）

おお はし がわ まつ え

大橋川改修事業の経緯
■平成16年12月：大橋川改修の具体的内容の公表

（平成18年 7月洪水：松江市街地で1,207戸浸水）

■平成20年 9月：大橋川改修技術検討懇談会により、大

橋川改修の進め方及び松江大橋の取

り扱いについて助言

■平成21年 2月：大橋川改修事業環境調査最終とりまと

めの公表

■平成21年 3月：大橋川周辺まちづくり基本計画の策定

■平成21年 3月：斐伊川水系河川整備基本方針改定

■平成21年 7月：「斐伊川水系河川整備計画（国管理区

間）」策定に向けて斐伊川河川整備懇

談会を設立
■平成21年12月：大橋川着工同意の協定書を締結

■平成22年 3月：斐伊川水系河川整備計画原案公表

■平成22年 6月：斐伊川水系河川整備計画案公表

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ひ い かわ おお はし がわ

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

H18.7浸水状況：東本町（松江市）

事業推進

河-６
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斐伊川放水路
日本海（大社湾）

(H22.4月現在)
斐伊川

出 雲 市

斐伊川放水路

神戸川

斐伊川水系治水事業の３点セット（上流のダム建設、中流の放水路建設と本川改修、下流の大橋

川改修と中海・宍道湖の湖岸堤整備）の一つである「斐伊川放水路事業」は、斐伊川の洪水の一部

を直接日本海へ分流するものであり、平成２０年代前半の完成を目指し事業を推進中です。

平成２３年度は、分流堰工事を推進するとともに、拡幅部での掘削・低水護岸工事等、開削部での

掘削工事等を推進します。

斐伊川治水事業３点セットの完成により、宍道湖周辺をはじめ島根県東部において甚大な被害を
もたらした昭和４７年７月や平成１８年７月の洪水と同規模の洪水による浸水被害を解消します。

期待される整備効果期待される整備効果

斐伊川放水路事業斐伊川放水路事業

ひ い かわ

斐伊川→

←
放
水
路

斐伊川放水路分流堰イメージパース

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ひ い かわ

し ん じ こ

おお はし

神戸川神戸川

国道９号神戸橋

神戸堰

(H22.4月現在)

ＪＲ神戸川橋梁

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

事業推進

河-７
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写真の点線は嵩上げ範囲川平地区

江の川→

JR
三

江
線

松
川

橋

家屋浸水が頻発している地域の特定区間で、連続堤防を建設するよりも経済的で、かつ、地域の意

向を踏まえた恒久的治水対策として計画される場合、集落を輪中堤や宅地嵩上げ等で洪水から防御

する治水対策を実施しています。

川平地区は引き続き事業を推進します。

江の川の山間狭窄部、無堤部は過去幾多の洪水被害に見舞われており、家屋浸水回避と土地利用

の観点から輪中堤及び宅地嵩上げにより、早期に被害軽減を図ることが可能となります。

・浸水区域での住居建築等の規制
→ 災害危険区域として指定

・家屋の治水対策
→ 輪中堤や宅地嵩上げ

土地利用一体型水防災事業と従来の河川改修事業の関係（イメージ図）

期待される整備効果期待される整備効果

かわひら

江
の
川

JR三
江

線

昭和５８年７月出水状況

江の川土地利用一体型水防災事業江の川土地利用一体型水防災事業

山間狭窄部・無堤地区の早期対策

広島県

岡山県

鳥取県
島根県

山口県

事業箇所

ごう の かわ

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

事業推進

河-８
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特定構造物改築事業（旭川放水路（百間川））特定構造物改築事業（旭川放水路（百間川））

旭川放水路河口は、川幅に比べ水門幅が狭く、流下能力が著しく阻害されている状況にあり、放水路

全川でみても極めて流下能力が低い状態となっています。

このため、平成２０年代前半の完成を目指し、百間川「河口水門」の増設を推進します。 平成２３年

度は、水門本体工を推進します。

河口水門を増設することにより、洪水時の百間川の水位を大幅に下げることで所定の流下能力を

確保向上します。

既設水門

児島湾

水門増築

百
間
川

岡山市

既設水門

水門増築
児島湾

期待される整備効果期待される整備効果

河口水門完成イメージ図

ひゃっけんがわ

百間川

既設水門
新設水門

ゲート設置状況（H22.4）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

あさひかわ ひゃっけん がわ

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

事業推進

河-９
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旭川総合内水緊急対策旭川総合内水緊急対策事業（事業（平井・中川町地区平井・中川町地区））

旭川の支川倉安川流域では、昭和51年9月洪水により1,160戸にも及ぶ大きな浸水被害が発生し、近年におい

ても度々浸水被害が発生しています。

このため、河川管理者と地方公共団体とが協力して、排水機場、河川改修、調整池、その他関連する雨水排

水対策施設の整備等のハード対策及び流域における流出抑制策、低地における土地利用規制策等のソフト対

策を重層的に実施し、総合的な治水対策を推進します。平成２３年度は、平井排水機場のポンプ増設を推進しま

す。

排水ポンプの増設により昭和４７年７月規模の洪水時に床上浸水の被害を解消することができま

す。

期待される整備効果期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

あさひかわ

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

倉安川

平井排水ポンプ場吐出樋門

倉安川排水樋門

平井排水ポンプ増設

百間川

旭川

倉安川

事業推進

河-１０
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隠れ家となる場所
をつくります

産卵場をつくり
ます

川の水深を確保した
り落差を解消して移
動しやすくします

国の天然記念物に指定されているアユモドキは、かつて岡山県内で広く生息していましたが、近年著し

く減少しています。吉井川は全国で初めて自然産卵場所が特定され、辛うじて維持されている環境を、

専門家や地域が一体となって保全する取組みが行われています。

アユモドキは繁殖のため、一時的水域と河川から用水路、水田等を自由に移動できる連続性が必要

だと言われています。吉井川を管理する国土交通省では、市民や関係行政機関等と連携したエコロジカ

ルネットワークの整備を推進しています。

平成２３年度は、アユモドキの繁殖条件をモニタリングしながら、より効果的な産卵場所及び移動経路

となる水路の整備を推進します。

産卵場や移動経路の整備によって、アユモドキの生息・繁殖環
境が向上し、絶滅の危機から守ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

期待される整備効果期待される整備効果

吉井川総合水系環境整備事業吉井川総合水系環境整備事業
（吉井川自然再生事業）（吉井川自然再生事業）

●多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造
○瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり

●多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造
○瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり

整備のイメージ整備のイメージ

魚の隠れ家の減少工作物による移動の妨げ 外来種による捕食

アユモドキはドジョウのなかま
で、形や色がアユに似ているこ
とから、この名前がつきました。
琵琶湖淀川水系と岡山県の旭
川・吉井川水系だけに分布する
種です。

アユモドキとは

アユモドキの生息環境の悪化アユモドキの生息環境の悪化

事業推進

河-１１

よしいがわ
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吉野川河川災害復旧等関連緊急事業（岡山県）吉野川河川災害復旧等関連緊急事業（岡山県）
よ し の が わよ し の が わ

平成２１年８月の台風９号と同規模の出水に対して、浸水被害の軽減が図られます。

期待される整備効果

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

平成２１年８月の台風９号により、一級河川吉野川及び、支川山家川が氾濫し家屋浸水など

の被害が発生しました。

このため、特に被害の大きかった支川山家川については、河川災害復旧助成事業による改

良復旧に着手し、 吉野川（美作市平田～江見地区）については、山家川の流量増加量へ対

応した一連の整備を行うため、河川災害復旧等関連緊急事業の採択をうけて、平成２１年度

から重点的な整備に着手しました。平成２３年度は引き続き堤防嵩上げ等を推進します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ひらた えみ

江見

林野

山家川河川災害復旧助成事業
L=6,200m

吉野川河川災害復旧等関連緊急事業
L=8,000m

一般国道179号
中国自動車道

JR姫新線

土居

浸水区域

H21.8.10
山口地区の浸水被害

標準横断面図

築堤 築堤

4000 4000
HWL余裕高 1000

H21.8.10
江見地区の浸水被害

やまや

みまさか

平田

事業推進

河-１２
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平成１７年９月の台風１４号により家屋浸水被害が発生した地域で、床上浸水被害等の生じた１８地

区において、平成２３年度の完成を目指し事業を推進します。

旧
太

田
川

→

平成１７年９月の台風１４号により、太田川では昭和４７年７月の洪水を上回る戦後最大の

水位を記録した洪水が発生し、太田川の中・上流部において大きな浸水被害が発生したため、

土地利用と一体となった治水対策により、早期に被害軽減を図ります。

家屋浸水被害の解消：１５７戸（内、床上浸水116戸・床下浸水41戸）、６０ha

山間狭窄部・無堤地区の早期対策

土地利用一体型水防災方式

安芸太田町

安芸太田町 広島市佐伯区 広島市安佐北区

広島市安佐北区

太田川下流側
太田川上流側

下殿賀内地区
坪野地区

小河内地区

脇田地区

宇津地区

姫瀬･毛木地区

今井田地区

飯室観測所出水状況
下殿賀内地区出水状況

今井田地区
浸水深 1.6m

小河内地区

宇賀地区

浸水深 2.3m

堂見橋

平常時

期待される整備効果期待される整備効果

●
●

●大前原地区

●

小原地区

宇賀地区 ●

●

●
●間野平地区

●

●

中組地区

● ●
●

川平地区

●

宮野地区

●●

筒瀬地区

●

●

八木･柳瀬地区

柳瀬地区

しもとのがうち

つぼの

おおまえはら

こばら

おがうち

う が

まのひら

わきた

なかぐみ

かわひら

う づ

いまいだ

やなせ

みやの

つつせ

や ぎ やなせ

ひめせ け ぎ

太田川中・上流部床上浸水対策特別緊急事業太田川中・上流部床上浸水対策特別緊急事業

輪中堤による改修イメージ

堤防

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

おお た がわ

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

事業推進

河-１３
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広島デルタに発達した広島市街地は、高潮による浸水被害を受けやすく、さらには大規模な

地震による液状化により既存施設が被害を受けた場合には甚大な被害が発生します。このため、

広島市街地を守ることを目的として、市、県、国が連携して高潮対策事業を実施しています。

なお、早期に事業を完成させるため、河川区域内においては河川事業により、港湾区域内に

おいては海岸事業により高潮対策事業を推進します。

広島市街地の高潮対策事業広島市街地の高潮対策事業
河-１４
港-６

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ひろしまひろしま

旧
太

田
川

→

京
橋
川

猿
猴
川

府
中
大
川

太

田

川

天

満

川

旧

田

川

太
川

元

安

広島湾

広島市

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

注）河川・海岸補助は、社会資本整備総合交付金へ移行

事業推進

凡例：

河川直轄整備区間

河川補助計画区間

海岸直轄計画区間

海岸補助計画区間
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天満川
施工箇所

河川事業区間について河川事業区間について

◆天満川では引き続き観音箇所の高潮対策事業を推進します。
かんおんて ん ま が わ

・河川・港湾海岸が一体となって高潮対策を実施することにより、広島市街地に大きな浸水被害をもたらした、平
成１６年の高潮が再び発生した場合にも浸水被害の発生を防ぐことができます。

・大規模地震による液状化及び津波から市民の生命と資産を守り、誰もが安全に安心して暮らせる地域が実現し
ます。

広島市街地は、平成３年、平成１１年、平成１６年（観測史上最高潮位ＴＰ.＋2.96ｍを記録）に高潮被害を経験

しているため、計画高潮位（TP+4.40m）対応の堤防整備を推進します。

期待される整備効果期待される整備効果

H16台風18号浸水区域観音箇所

海岸事業区間について海岸事業区間について

H16.9.7浸水状況

天満川

南観音
江波

吉島
船越

矢野

広島港海岸は、過去から再々台風による高潮被害を受けており、平成１６年の台風でも大規模な高潮被害を

受けました。また、切迫した東南海・南海地震被害を防止する必要もあります。

海岸事業区間については、平成２３年度は南観音箇所、江波箇所、吉島箇所、船越箇所、矢野箇所の高潮対

策事業を推進します。

みなみかんおん え ば

とうなんかい なんかい

ふなこし や のよしじま
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芦田川総合水系環境整備事業（芦田川下流箇所）芦田川総合水系環境整備事業（芦田川下流箇所）
あしだがわあしだがわ

瀬戸川などからの流入負荷を削減するとともに、浅場など健全な水辺環境の創出

により、下流域の水質浄化、水環境改善に資するとともに、河川環境学習の場として
活用が可能となる。

期待される整備効果

芦田川水系芦田川は、下流域に人口46万人の福山市があり沿川の都市化が進んでいる。
しかし、流域の下水道整備率が34.6%（H19末）と立後れ、生活雑排水等が河川に流入し水質
汚濁が著しく中国地方の一級河川の中で、37年間ワースト1位、全国でもワースト7位となって
いる。

このことから、支川流入負荷対策を目的として瀬戸川との合流部へウエットランドを整備する

ことにより、支川の負荷量を効率的に削減し、良好な水環境の創出を図る。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

●多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造
○瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり

●多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造
○瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり

横断図、構造図など

▽芦田川

抽水植物帯（ヨシ等）既存植生
（ヤナギ）

▽瀬戸川

現況の中州を切り下げ

沈水植物
（エビモ）

事業効果、イメージ図

T-P 20％除去

工事前

平面図

草戸町
水呑町

芦田川

瀬戸川

ウエットランド

河川環境学習実施状況

工事完成後

工事完成直後

河-１５

完成予定
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江の川総合水系環境整備事業（三川合流部箇所）江の川総合水系環境整備事業（三川合流部箇所） 河-１６
ごうのかわごうのかわ

平成23年度は、三次市の街灯整備にあわせて、河川利用の安全性の確保と景観の向上を目

的として、三川合流部の護岸整備を行います。これにより、日常の利用や鵜飼いや花火大会
などで地域の方々や観光客の方々が安全に安心して河川空間を利用することができるように
なります。

期待される整備効果

広島県三次市は、江の川、馬洗川、西城川が三方から巴状に合流した中心に市街地が形成

されています。三川が合流する自然豊かな眺望、伝統的な鵜飼を拠点とした水辺のにぎわい、

歴史・文化あふれる三次町の街なみといった魅力ある観光拠点をさらに活かしていくため、三

次市では、「かわまちづくり支援制度」を利用し、三川を中心に水辺の魅力を引き出し、自然と

ふれあう地域交流の場としていく「かわづくり」と「まちづくり」が一体となったまちづくりを行うこ

ととしています。

河川管理者である国土交通省では、河川管理施設の整備にあわせて、三次市及び地域と連

携し、安全・安心して利用できる水辺整備を推進します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

さんせんごうりゅうさんせんごうりゅうぶぶ

●多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造
○瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり

●多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造
○瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり

花火大会

江の川

馬洗川

西城川

花火大会

花火大会集客状況

護岸整備（イメージ図）

鵜飼

鵜飼

巴橋

祝橋

ことぶき橋

鵜飼と巴橋

事業推進
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000000000 555555555 10 km10 km10 km10 km10 km10 km10 km10 km10 km

広島西部山系では、平成１１年６月２９日に発生した大規模な土砂災害を契機として、

平成１３年度から直轄砂防事業に着手しており、土砂災害から人命や資産及び主要交

通網（山陽自動車道、山陽新幹線等）を保全することを目的とした事業を展開しています。

平成２３年度は、武田山地区や土石流被害を被った赤土地地区，綾ヶ谷地区などで砂

防施設の整備を推進します。

中国地方の中心的都市である広島市等に

おいて、ハード・ソフト両面から土砂災害

対策を集中的かつ強力に推進し、人家等を

土砂災害から保全することを目指します。

期待される整備効果期待される整備効果

あかとち

武田山地区

綾ヶ谷丘地区

広島西部山系直轄砂防事業広島西部山系直轄砂防事業 河-１７
ひろしま せいぶ さんけい

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

あやがたに

広島西部山系直轄砂防区域

たけだやま

赤土地地区

赤土地３号
砂防堰堤
（計画中）

赤土地１号
砂防堰堤

赤土地２号
砂防堰堤

指定避難場所
八幡原中央集会所
（広島市指定）

赤土地地区

（凡例）

平成2３年度整備予定

平成2１年度以前完成

平成2２年度完成予定

計画中

武田山地区

武田山７号
砂防堰堤
（計画中）

武田山４号
砂防堰堤
（計画中）

武田山３号
砂防堰堤

武田山５号
砂防堰堤

（計画中）

武田山２号
砂防堰堤

武田山１号
砂防堰堤武田山６号

砂防堰堤

事業推進
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平成２１年７月の梅雨前線豪雨により、山口県防府市を中心とする地域において同時多発的

な土石流が発生し、１９名※の方々が犠牲となるなど地域社会に甚大な被害を及ぼしました。

このため、平成２１年度の直轄砂防災害関連緊急事業に引き続き、特に甚大な被害を受けた

剣川・上田南川・奈美川（松ヶ谷川）の３箇所における災害防止対策を直轄特定緊急砂防事業

として、平成２２年度から砂防堰堤等の整備を推進しています。

防府山系直轄特定緊急砂防事業防府山系直轄特定緊急砂防事業
ほうふ さんけい

土石流により甚大な災害が発生した箇所において、国直轄による短期・集中的な砂防施設の

整備により、被災した地区の再度災害防止を図ります。

期待される整備効果期待される整備効果

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

河-１８

剣川箇所
上田南川箇所

奈美川
（松ヶ谷川）箇所

防府市

素川箇所
神里川箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

：直轄災害関連緊急事業として整備している砂防堰堤
：直轄特定緊急砂防事業として砂防施設を整備する箇所
：平成２１年７月２１日発生の土石流発生箇所

佐
波

川

一般国道２号

一
般

国
道

２
６

２
号

剣川直下流での土石流被害の状況

剣川

大量の流木により奈美川が閉塞し、
団地内の道路を濁流が流れた状況

老人ホームを直撃した上田南川の土石流

えんてい

つるぎがわ うえだみなみがわ なみがわ まつがたにがわ

土石流により被災した上勝坂橋（国道262号）

山口市

※犠牲者数は、災害関連死として認定された方々を含む。（H22.3.25現在）

事業推進
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山口県県央部地区砂防激甚災害対策特別緊急事業山口県県央部地区砂防激甚災害対策特別緊急事業

期待される整備効果

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

平成２１年７月の梅雨前線豪雨により、山口市・防府市において同時多発的な土砂災

害が発生し、１９名
※

の方々が犠牲となったのをはじめ、家屋の全壊や半壊、床上・床下

浸水など甚大な被害を及ぼしました。

このため、平成２１年度の災害関連緊急砂防事業に引き続き、平成２２年度から平成

２４年度までの概ね３ヶ年で砂防堰堤等を緊急に整備する砂防激甚災害対策特別緊急

事業を推進します。

土石流により甚大な災害が発生した箇所において、一定期間内（概ね３年）に集中投資

を行い、砂防堰堤等を緊急的に整備することで、被災した地区の再度災害防止を図ります。

石原１、石原南川（山口県防府市）

柊南渓流（山口県山口市）

阿部谷川（山口県防府市）

平成21年7月豪雨災害による被災状況

やまぐち ほうふ

H２２年度採択
山口県県央部地区

対象市町
山口市、防府市（２市）

えんてい

えんてい

（山口IC）

中
国
自

動
車

道

国
道
２
６
２
号

一
級

河
川

佐
波

川

国道２号
防府市役所 ＪＲ山

陽
本

線

国土交通省
山口河川国道事務所

山口市

防府市

山 陽 新 幹 線
山

陽
自

動
車
道

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

山口県
防府土木建築事務所

河-１９

※犠牲者数は、災害関連死として認定された方々を含む。（H22.3.25現在）

けんおうぶ

事業推進
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鳥取西道路は、姫路鳥取線や青谷羽合道路と連携することにより、県
内の幹線道路ネットワー
クが形成されます。これ
により、中四国地方や
京阪神地方との広域的
な交流・連携が強化され
鳥取県東部地域の産業
を活性化するとともに生
活圏域の拡大を促し、鳥
取県の経済や文化の発
展に役立つことが期待さ
れます。

一般国道９号一般国道９号 鳥取西道路鳥取西道路
と っ と り に しと っ と り に し

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

とっとり とっとり とっとり

一般国道９号鳥取西道路は、鳥取市内の交通混雑緩和、交通安全の確保を目的とした、鳥取市
もとだか まつばら とっとり もとだか とっとり まつばら

本高から同市松原に至るL=7．0kmの道路です。平成２３年度は、鳥取市本高から鳥取市松原間の

用地買収及び改良、橋梁工事を推進し、事業の推進を図ります。

鳥取西道路の整備により、移動時間の短縮が図れます。そして、青谷
羽合道路と連結すること
で、鳥取県東部地域と中
部地域の交流が盛んに
なり、地域経済の活性化
を促します。

さらに、山陰道が全線
整備されますと、より広
域的な産業振興や生活
圏域の拡大が期待され
ます。

移動時間の短縮 幹線道路ネットワークの形成

米子～鳥取間
※1

約54分短縮
約141分→約87分

※1) 鳥取市役所から米子市役所まで
※2) 鳥取駅から青谷町総合支所まで

青谷～鳥取間※2

約15分短縮
約42分→約27分

鳥取西道路

期待される整備効果

進捗状況写真

鳥取空港ＩＣ（仮称）付近 H22.8撮影

野坂川橋下部
本高高架橋下部

本高・古海地区付近 H22.8撮影

① ②

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業推進

道-１
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一般国道９号名和・淀江道路は、西伯郡大山町周辺における交通混雑の緩和及び交通安全の確

保を目的とした、西伯郡大山町下市から同町安原に至る延長１２．１ｋｍの道路です。

平成２３年度は、文化財調査、改良、橋梁工事を推進し、事業の推進を図ります。

一般国道９号一般国道９号 名和・淀江道路名和・淀江道路
なわなわ よどえよどえ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

期待される整備効果

効果２） 『災害時の緊急輸送道路の代替機能確保』

国道９号の大山町周辺では、通行止めが発生した場合、大きな迂回を
強いられます。名和・淀江道路の整備により、代替道路機能が確保され、
安全で信頼性の高いネットワークが確保されます。

名和・淀江道路を含む山陰道全線整備により、県内都市間の移動時間は
短縮され、地域間の連携強化が期待されます。

効果１） 『都市間の連携強化』

H22.6撮影①

大山町小竹地区 工事状況（寺谷川橋） 国道9号交通事故状況（大山町倉田地区）

H16.6撮影②進捗状況写真

至 下関

至 京都

現道状況
（交通事故）

(
)

(
)

(
)

(
)

(
)

(
)

寺谷川橋

①

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

な わ よど え さいはく だいせん ちょう

さいはく だいせん ちょう しもいち やすはら

事業推進

道-２
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一般国道一般国道373373号号 ほきほき詰橋補修詰橋補修
つ め ば しつ め ば し

橋梁補修の実施により、安全で円滑な交通確保が図られ、安全・安心な生活が確保されます。

期待される整備効果

ほき詰橋は橋長１７５ｍ、一般国道３７３号鳥取県八頭郡智頭町福原に架かる橋梁で、完成

から約２２年が経過しています。

平成２０年度の橋梁点検において、コンクリートの剥離・鉄筋露出が確認され、補修が必要と

判断されました。

平成２３年度は、橋梁補修工事に着手し、完成を目指します。

とっとり やず ちづちょうふくはら

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

完成予定

道-３

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

事業箇所

事業箇所

至岡山

至鳥取

全 景 損傷写真①

上部工補修

損傷写真②

5353

482482

2929

373373

八頭郡智頭町
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溝
川

一般国道９号一般国道９号 溝川交差点改良溝川交差点改良
みぞかわみぞかわ

・ 右折車線の延伸により、追突事故を防止し、交通事故発生の低減を図ります。

期待される整備効果

鳥取市伏野に位置する当該交差点は、国道９号と県道伏野

覚寺線が合流する交差点です。県道伏野覚寺線への右折車

線の滞留長が不足しているため渋滞が発生し、その影響によ

り続きの単路区間で追突事故が多発し、事故危険箇所に指定

されています。

平成２３年度は、交通事故の削減を図るため、右折車線の
延伸工事に着手し、完成を目指します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○陸上及び海上における交通安全の向上

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○陸上及び海上における交通安全の向上

とっとり ふしの

現況写真
現況写真

位 置 図
位 置 図

国道９号鳥取県鳥取市溝川地内

鳥取市内方面から米子方面を望む

事業箇所

至鳥取
国道９号至 米子

県道伏野覚寺線

計 画
計 画

ふし の

かく じ ふし の かく じ

至 米子

至 鳥取

溝川交差点

写真撮影位置

完成予定

道-４

県道伏野覚寺線
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一般国道一般国道5353号号 田園町電線共同溝田園町電線共同溝

当該事業箇所は、鳥取県鳥取市松並町～相生町に位置しており、安全で快適な通行空間の確保、

都市景観の向上、都市災害の防止、情報通信ネットワークの信頼性の向上を目的として、既設電線

類を地中化する電線共同溝事業です。

平成２３年度は、本体工事を推進し、平成２４年度の完成を目指します。

期待される

整備効果

○安全で快適な通行空間の確保 ○都市景観の向上

○都市災害の防止 ○情報ネットワークの信頼性向上

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

とっとり とっとり まつなみちょう あいおいちょう

9

【整備後（イメージ）】

断面図断面図

（イメージ図）

電線共同溝

既設電柱、電線

（撤去）

車道歩道

写写 真真

鳥取県庁

鳥取市役所

千
代
川

26

193

41

192

318
９

53

至
兵
庫

至島根

L＝
0
.6
5
km

鳥取県庁

千
代
川

2626

193193

4141

192192

318318
９９

53

至

至島根

材
木
町
電
線
共
同
溝

L＝
0
.6
5
km

平面図平面図

【 凡 例 】

当該事業箇所

電線共同溝整備済

田
園
町
電
線
共
同
溝

0
.９

km

＝
L53

写真撮影位置

至
岡
山

鳥取県鳥取市相生町地内

【整備前】

でんえんちょうでんえんちょう

事業推進

道-５

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県
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Ｎ
至 北栄町

小鴨ﾊｰﾌＩＣ
（仮称）

倉吉西ＩＣ
（仮称）

倉吉ＩＣ

福山ＩＣ
（仮称）

くらよし おがも

起点 倉吉市 小鴨

くらよし わだ

終点 倉吉市 和田

くらよし おがも

終点 倉吉市 小鴨

至 真庭市

小鴨川

く
ら
よ
し

倉
吉
道
路

延
長
約
４
．
１
ｋ
ｍ

ほ
う
じ
ょ
う
く
ら
よ
し

北
条
倉
吉
道
路

く
ら
よ
し
せ
き
が
ね

倉
吉
関
金
道
路

延
長
約
７
．
０
ｋ
ｍ

ふ におか

不入岡高架橋

こ う がわ

国府川渡河橋

写真①

写真②

くらよし せきがねちょうせきがねしゅく

起点 倉吉市関金町関金宿

事
業
推
進

新
規
箇
所
要
求

凡例

新規箇所要求

事業推進

Ｈ
２
４
完
成
予
定

延
長
約
３
．
３
ｋ
ｍ

一般国道一般国道313313号号 倉吉道路倉吉道路 （鳥取県）（鳥取県）

一般国道一般国道313313号号 倉吉関金道路倉吉関金道路 （鳥取県）（鳥取県）

「倉吉道路」及び「倉吉関金道路」は、地域高規格道路「北条湯原道路」の一部を構成し、平成１９年３

月に供用開始した北条倉吉道路と一体となって鳥取県と岡山県の連携強化を図るとともに、一般国道３

１３号の倉吉市内の線形不良等の交通隘路区間の解消や渋滞の解消を目的とした延長約１１．１ｋｍの

自動車専用道路です。

平成２３年度は、倉吉道路の橋梁工事を推進し、平成２４年度の倉吉IC～倉吉西IC（仮称）間約３．３ｋ

ｍの開通を目指します。また、倉吉関金道路を平成２３年度概算要求の新規箇所として要求します。

期待される整備効果

鳥取県中部地方生活圏から中国横断自動車道岡山米子線湯原ＩＣへのアクセス性

が向上するとともに、基幹道路である一般国道９号へ北条倉吉道路を介し連結す

ることで、生活圏・交流圏の拡大や高速性・定時性の確保を図ります。

特産品であるスイカを出荷している農業施設や電子機器製品等を生産している西

倉吉工業団地からのアクセスが向上することにより、物流の円滑化が図られ、地域

経済の活性化が期待されます。

家屋が連担した現道部分の交通量が減少することで、安全性の向上、交通渋滞の

緩和が図られ、さらに緊急時・災害時の安定した物資輸送等に寄与します。

ゆばら

ほうじょうくらよし
9

53

29

53

中国縦貫自動車道

中
国
横
断
自
動
車
道

岡
山
米
子
線

鳥取県

兵庫県

岡山県

中国横断自動車道
姫路鳥取線

北条湯原道路

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所
新規箇所要求

くらよし くらよしせきがね ほうじょう ゆばら

ほうじょう くらよし

くらよし

●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

工事進捗状況（倉吉道路）

く ら よ しく ら よ し

おかやまよなご

①国府川（こうがわ）渡河橋①国府川（こうがわ）渡河橋 （（H22.8H22.8撮影撮影））

事業推進

道-６

②不入岡（ふにおか）高架橋②不入岡（ふにおか）高架橋 （（H22.8H22.8撮影撮影））

新規箇所要求

く ら よ し せ き が ねく ら よ し せ き が ね

くらよし くらよしにし

くらよしせきがね

くらよし
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中国横断自動車道尾道松江線中国横断自動車道尾道松江線
おの みち まつ え

三次市

松江市

尾道市

広島市

整
備

後
約

２
時

間
５

０
分

（
約

５
０

分
短

縮
）

現
況

約
３

時
間

４
０

分

整
備

後
約

２
時

間
３

０
分

（
約

８
０

分
短

縮
）

現
況

約
３

時
間

５
０

分

×××

×

×

××

××
××
××
××

×××
××

×

＜凡例＞

事前通行規制区間

事故規制箇所

交通規制箇所

×

松 江 市

三 次 市

尾 道 市

国
道
５
４
号

約
１
４
０
分

現
在
の
迂
回
路

約
１
６
０
分

尾
道
松
江
線

約
１
０
０
分

約
４
０
分
の
短
縮

国
道
１
８
４
号

約
９
０
分

現
在
の
迂
回
路

約
１
７
０
分

尾
道
松
江
線

約
７
０
分

約
２
０
分
の
短
縮

約
２
０
分
の
増
加

約
８
０
分
の
増
加

Ｎ

三次市

松江市

尾道市

広島市

整
備

後
約

２
時

間
５

０
分

（
約

５
０

分
短

縮
）

現
況

約
３

時
間

４
０

分

整
備

後
約

２
時

間
３

０
分

（
約

８
０

分
短

縮
）

現
況

約
３

時
間

５
０

分

×××

×

×

××

××
××
××
××

×××
××

×

＜凡例＞

事前通行規制区間

事故規制箇所

交通規制箇所

×

＜凡例＞

事前通行規制区間

事故規制箇所

交通規制箇所

×

松 江 市

三 次 市

尾 道 市

国
道
５
４
号

約
１
４
０
分

現
在
の
迂
回
路

約
１
６
０
分

尾
道
松
江
線

約
１
０
０
分

約
４
０
分
の
短
縮

国
道
１
８
４
号

約
９
０
分

現
在
の
迂
回
路

約
１
７
０
分

尾
道
松
江
線

約
７
０
分

約
２
０
分
の
短
縮

約
２
０
分
の
増
加

約
８
０
分
の
増
加

ＮＮ

中国横断自動車道尾道松江線は、尾道市を起点に広島県北部の中核都市である三次市を経由し、島根県の

県都である松江市に至る、延長約１３７ｋｍの高速自動車国道です。このうち、山陽自動車道から雲南市を結ぶ

尾道ＪＣＴ～三刀屋木次ＩＣ間（約１１０．９ｋｍ）は、新直轄方式により整備しています。

平成２３年度は、吉田掛合ＩＣ～三刀屋木次ＩＣ間（延長１２．３ｋｍ）の道路附属施設、トンネル設備工事を推進

し年度内の供用を図ると共に、甲山ＩＣ～吉田掛合ＩＣ間の改良、橋梁、トンネル工事を推進し、事業の推進を図り

ます。

おのみち みよし

まつえ うんなん

み と や きすき

おのみち まつえ

①主要都市間の所要時間短縮及びリダンダンシーの確保
尾道松江線の整備により、山陰・山陽間の所要時間が短縮され、

相互の地域間交流及び人流・物流・産業交流の活発化、地域経済
の向上が期待されます。また、事故・災害時の迂回時間が大幅に短
縮され、沿線住民の生活に信頼性の高い道路サービスの提供が可
能となります。

②観光の支援（日帰り圏の拡大）
尾道松江線の整備により、山陽地域からの３時間圏

（日帰り圏）が拡大されます。また、観光地間が時間短縮
することにより、新たな観光ルートの開発や観光産業等
による地域の活性化が期待されます。

期待される整備効果

おのみち

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

吉田掛合IC～三刀屋木次IC間（三刀屋木次IC付近）
よしだ かけや みとや きすき みとや きすき

三次JCT～口和IC間（三次JCT付近）
みよし くちわ みよし

工事進捗状況

松江市の３時間圏（尾道松江線整備後）松江市の３時間圏（尾道松江線整備後）

石見銀山
71万人

三次ワイナリー
47万人

松江市までの3時間圏域

人口が約300万人増加

備北丘陵公園
51万人

松江市
860万人

広島市
1,171万人

尾道市
552万人

出雲大社
228万人

Ｎ松江市の３時間圏（尾道松江線整備後）松江市の３時間圏（尾道松江線整備後）

石見銀山
71万人

三次ワイナリー
47万人

松江市までの3時間圏域

人口が約300万人増加

備北丘陵公園
51万人

松江市
860万人

広島市
1,171万人

尾道市
552万人

出雲大社
228万人

ＮＮ

H21.9撮影

至 尾道

至 松江

中国横断自動車道
尾道松江線

H21.3撮影

至 岡山

至 松江

H22.3撮影至 尾道

至 松江

三刀屋木次IC

尾道松江線沿線主要観光地
（記載人口は年間入込み観光客数）

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

中国横断自動車道
尾道松江線

斐
伊
川

国
道
５
４
号

（県）三刀屋インター線

尾道JCT～甲山IC間（尾道JCT付近）
おのみち こうざん おのみち

尾道JCT
（仮称）

三次JCT・IC
（仮称）

よしだ かけや

こうざん

み と や きすき

中国横断自動車道
尾道松江線

中国縦貫自動車道

山陽自動車道

至 山口

至 大阪
至 山口

よしだ かけや

部分完成

道-７

NN

島根県

広島県

中国横断自動車道中国横断自動車道
尾道松江線尾道松江線

（（三次～三刀屋木次三次～三刀屋木次））
L=61L=61.0.0kmkm

中国横断自動車道中国横断自動車道
尾道松江線尾道松江線

（（尾道～三次尾道～三次））
L=49.9kmL=49.9km

三次JCT～
吉田掛合IC
（L=48.7km）
平成24年度
供用予定

吉田掛合IC～
三刀屋木次IC

（L=12.3km）
平成2３年度
供用予定

甲山IC～三次JCT
（L=30.7km）

平成20年代半ば
供用予定

尾道JCT～甲山IC
（L=19.2km）
平成22年度
供用予定

三次JCT・IC

（仮称）

（仮称）

（仮称）

（仮称）

（仮称）

（仮称）

（仮称）
（仮称）

（仮称）

<凡例>

高規格幹線道路

高規格幹線道路(未整備区間)

尾道松江線(供用区間)

尾道松江線(未供用区間)

直轄国道

補助国道

並行道路

迂回路
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一般国道９号仁摩・温泉津道路は、大田市内の交通隘路区間の解消及び交通安全の確保を目的

とした、大田市仁摩町大国から同市温泉津町今浦に至る延長１１．８ｋｍの道路です。

平成２３年度は、改良、橋梁、トンネル工事を推進し、事業の推進を図ります。

一般国道９号一般国道９号 仁摩・温泉津道路仁摩・温泉津道路
にまにま ゆのつゆのつ

期待される整備効果

島根県大田市仁摩町天河内～馬路地内

（西側を望む）
島根県大田市温泉津町温泉津地内

（温泉津ＩＣ(仮称））

１１．．渋滞損失時間・事故件数削減・沿道環境の改善渋滞損失時間・事故件数削減・沿道環境の改善
仁摩・温泉津道路の整備により、国道９号の渋滞、事故及

び沿道環境の改善が期待される。

２２．緊急時の代替路の確保．緊急時の代替路の確保

仁摩・温泉津道路の整備により、多数の要防災対策箇所を
回避し、事故・災害時の幹線道路としての機能を確保が確保
され、信頼性の高い道路サービスの提供が可能になります。

３３．現道の隘路区間の解消．現道の隘路区間の解消
仁摩温泉津道路の整備により、多数ある線形不良区間、

国際コンテナ通行支障トンネル区間が解消されます。

渋滞損失の削減

378

15

0 100 200 300 400

整備なし

整備あり

（千人時間/年）

９５％以上の削減！！

事故件数の削減

37.5

8.3

0 20 40

整備なし

整備あり

（件/年）

約８０％の削減！！

に ま ゆ の つ お お だ

H22.7撮影

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

H22.7撮影

お お だ に ま おおぐに ゆ の つ いまうら

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

進捗状況写真 ① ②

事業推進

道-８
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一般国道一般国道９９号号 浜田・三隅道路浜田・三隅道路
は ま だは ま だ みすみみすみ

期待される整備効果

一般国道９号浜田・三隅道路は、浜田市内の交通混雑の緩和

及び交通安全の確保を目的とした浜田市原井町から同市三隅町

森溝上に至る延長１４．５kmの道路です。

平成２３年度は、用地買収及び改良、橋梁、トンネル工事を推

進し、事業の推進を図ります。

事業箇所

島根県

鳥取県

岡山県

広島県

山口県

○道路のネットワークの構築
斜面崩落等で一般交通に影響を及ぼす可能性のある区間（Ｈ１８防災点検要対策箇所８箇所）が回避され

るなど、国道９号の災害や重大事故発生時における代替え路が形成され、走行の安全性、定時性が向上します。

○所要時間の短縮と渋滞の緩和
高次医療施設へのアクセス時間の短縮（１２分短縮）や、熱田交差点で、朝・夕の慢性的な渋滞が緩和さ

れます。

豪雨による災害
（S58.7 浜田市三隅町折居）

周布川大橋

（H22.8撮影）工事進捗状況

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

はまだ みすみ はまだ

はまだ はらいちょう みすみちょう

もりみぞかみ

①

①

事業推進

道-９

あつた

浜
田
市
三
隅
町

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

約約2323分分 約12分短縮

約約3355分分

[供用後]浜田･三隅道路＋浜田道路＋現道

[現状]現道＋浜田道路＋現道

※現況所要時間はH17道路交通センサスの混雑時旅行速度で算出。

※将来所要時間は浜田・三隅道路Ⅴ=80km/ｈ（事業区間）として算出
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一般国道９号一般国道９号 三宮高架橋補修三宮高架橋補修
さんぐさんぐ うこう かきょううこう かきょう

橋梁補修の実施により、安全で円滑な交通確保が図られ、安全・安心な生活が確保されます。

期待される整備効果

三宮高架橋は、橋長３５８ｍ、一般国道９号島根県浜田市黒川町に架かる橋梁で、完成から

約１７年が経過しています。

平成２１年度の橋梁点検において、塗装の劣化・腐食が確認され、補修が必要と判断されま

した。

平成２３年度は、橋梁補修工事に着手し、完成を目指します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

事業箇所

事業箇所

至鳥取 至山口

全 景 損傷写真①

しまね はまだ くろかわちょう

上部工補修

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

完成予定

道-１０

さんぐうこうかきょう

損傷写真②

186186

99

浜田市

至 松江市

至 山口市
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一般国道９号一般国道９号 久代自転車歩行者道整備久代自転車歩行者道整備
く し ろく し ろ

・ 自転車歩行者道整備により、安全・安心な歩行空間の確保を図ります。

期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○陸上及び海上における交通安全の向上

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○陸上及び海上における交通安全の向上

3.25 3.250.75 0.75

8.00

現況写真
現況写真

計画断面
計画断面

位 置 図
位 置 図

現況断面
現況断面

国道９号島根県浜田市久代町地内

松江方面から山口方面を望む

（単位：ｍ） （単位：ｍ）

事業箇所

3.25 3.250.75 0.75

11.50

3.50

歩道整備済

至 松江

至 山口

石見海浜公園

JR山陰本線

江津道路

島根県立しまね海洋館アクアス

久代自転車歩行者道整備
L=1．6km

写真撮影位置

完成予定

道-１１

浜田市久代町に位置する当該区間は、歩道が未整備であ
るため、車道のすぐそばを自転車・歩行者が通行し大変危険
な状況です。

平成２３年度は、安全・安心な歩行空間の確保のため、自転
車歩行者道整備工事を推進し、完成を目指します。

はまだ くしろちょう

自転車歩行者道新設

38



「松江第五大橋道路」は、地域高規格道路「境港出雲道路」の一部として山陰道とともに宍道湖・

中海圏域の８の字ルートを構成する道路で、中核都市松江の機能強化を図るとともに、一般国道４８

５号の渋滞緩和を目的とした、延長約５．２ｋｍの道路です。

平成２３年度は、改良工事、橋梁工事、 トンネル工事、舗装工事などを推進し、平成２３年度の西尾

IC～松江JCT間２．７ｋｍの暫定２車線での開通、平成２４年度の全線暫定２車線での開通を目指し

ます。

一般国道一般国道485485号号 松江第五大橋道路松江第五大橋道路（島根県）（島根県）

市街地の外環状道路として機能し、市内の渋滞が緩和されるとともに、災
害や緊急時の迂回路として大きな効果を発揮します。

期待される整備効果

くにびき大橋

国道485号の渋滞状況（くにびき大橋） H18年7月豪雨後の市街地の冠水状況
国道485号（ＪＲ松江駅付近）

①①渡河部橋梁渡河部橋梁
（（H22H22．．5 5 撮影）撮影）

工 事 進 捗 状 況

●競争力のある地域経済社会の再構築
○都市機能の強化

●競争力のある地域経済社会の再構築
○都市機能の強化

まつえ だいご おおはし さかいみなといずも しんじこ

なかうみ

広島県

岡山県
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島根県

山口県

事業箇所
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写真①
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中国横断自動車道姫路鳥取線中国横断自動車道姫路鳥取線

N

兵庫県

鳥取県

岡山県

智頭南IC

大原IC～西粟倉IC
（L=8.3km）
平成24年度
供用予定

志戸坂峠道路
約18km

（供用済）

鳥取南IC

佐用平福IC

智頭IC～河原IC
（L=15.0km）
H21.3.14供用

大原IC

用瀬IC

河原IC～鳥取IC
（L=9.7km）

H22．3．28供用

中国横断自動車道
姫路鳥取線

（佐用～西粟倉）
L=19.2km

中国横断自動車道
姫路鳥取線

（智頭～鳥取）
L=24.7km

佐用JCT～大原IC
（L=10.9km）

H22．3．28供用

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

中国横断自動車道姫路鳥取線は、姫路市を起点に兵庫県・岡山県・鳥取県の３県を結び鳥取市に至る、延長

約８６ｋｍの高速自動車国道です。このうち、中国縦貫自動車道から鳥取市を結ぶ佐用ＪＣＴ～西粟倉ＩＣ間（約１

９．２ｋｍ）及び智頭ＩＣ～鳥取ＩＣ間（約２４．７ｋｍ）は、新直轄方式により整備しています。

平成２３年度は、大原ＩＣ～西粟倉ＩＣ間（延長８．３ｋｍ）の改良、トンネル設備工事を推進し、平成２４年度の開

通を目指します。

ひめじ とっとり

さよう にしあわくら

ちづ

ひめじ

とっとり

とっとり

①主要都市間の所要時間短縮
姫路鳥取線の整備により、山陽・京阪神側の拠点都市

との所要時間が短縮され、地域間交流の活発化、地域経
済の向上が期待されます。

②地域産業の活性化
姫路鳥取線の整備により、近畿・山陽方面へのアクセ

ス性が飛躍的に高まり、姫路鳥取線沿線は今後も更な
る企業進出が期待されます。

工事進捗状況

とっとり

おおはら にしあわくら

期待される整備効果

ひ め じ と っ と り

大原IC～西粟倉IC間
（岡山県美作市江ノ原地区）

おおはら にしあわくら

H20.3撮影至 鳥取

至 佐用

国道373号

中国横断自動車道
姫路鳥取線

大原IC～西粟倉IC
（岡山県英田郡西粟倉村大字長尾～影石地区）

おおはら にしあわくら

あいだ にしあわくらそん ながお かげいし

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

鳥取県東部の主な誘致企業位置図

久米産業団地

津山総合物流センター

新勝央中核工業団地

美作市・作東工業団地

東山工業団地

智頭テクノパーク

布袋工業団地
山上工業団地

新津ノ井工業団地

太田工業団地

（仮）若葉台北工業団地

：H14年度からH20年度迄に鳥取県及び市が誘致した企業

：H17年度以降の分譲および分譲予定の工業団地等

（H21年11月現在）
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▼鳥取県東部の企業進出状況（累積）
※Ｈ１４年度からの積み上げ

単独進出企業：誘致企業以外の新規企業進出及び工場増設を行った企業数

誘致企業：行政が誘致した企業数

資料／鳥取県商工労働部、鳥取市産業振興課の聞き取りにより鳥取河川国道事務所まとめ
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H21年度末までの開通区間

鳥取県東部では企業の進出が活発化。
Ｈ１４～Ｈ２０の７年間に進出した企業は延べ６３
社。うち鳥取市内の２１社ではＨ２０までに新たに
約１０００人の雇用を創出。
今後も更なる企業進出が期待される。

【企業進出は物流コストの安さが重要視】

鳥取県東部の主な誘致企業位置図
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（仮）若葉台北工業団地

：H14年度からH20年度迄に鳥取県及び市が誘致した企業

：H17年度以降の分譲および分譲予定の工業団地等

（H21年11月現在）
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▼鳥取県東部の企業進出状況（累積）
※Ｈ１４年度からの積み上げ

単独進出企業：誘致企業以外の新規企業進出及び工場増設を行った企業数

誘致企業：行政が誘致した企業数

資料／鳥取県商工労働部、鳥取市産業振興課の聞き取りにより鳥取河川国道事務所まとめ
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H21年度末までの開通区間

鳥取県東部では企業の進出が活発化。
Ｈ１４～Ｈ２０の７年間に進出した企業は延べ６３
社。うち鳥取市内の２１社ではＨ２０までに新たに
約１０００人の雇用を創出。
今後も更なる企業進出が期待される。

【企業進出は物流コストの安さが重要視】

長尾～影石地区

江ノ原地区

みまさか えのはら

大原IC～西粟倉IC間
（岡山県英田郡西粟倉村大字長尾地区）

おおはら にしあわくら

あいだ にしあわくらそん ながお

H22.8撮影
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単独進出企業
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姫路鳥取線
開通に向けて増加

鳥取県東部では企業の進出が活発化。
Ｈ１４～Ｈ２１の８年間に進出した企業は延べ７３
社。Ｈ２１までに新たに約１２００人の雇用を創出。
今後も更なる企業進出が期待される。

道-１３

※所要時間はH17センサス混雑時旅行速度により算出。ただし、鳥取自動車道の速度はV=70km/hとして算出。

鳥取自動車道

（智頭～鳥取）

志戸坂峠道路

鳥取自動車道

（佐用～西粟倉）

とっとり

鳥取IC
とっとりみなみ

鳥取南IC
かわはら

河原IC
ち づ

智頭IC
ちづ みなみ

智頭南IC
にしあわくら

西粟倉IC
おおはら

大原IC
さよう ひらふく

佐用平福IC

さよう

佐用JCT

もちがせ

用瀬IC
鳥取市～岡山市の所要時間鳥取市～岡山市の所要時間

鳥取市～神戸市の所要時間鳥取市～神戸市の所要時間

神
戸
市

神
戸
市

約25分
短縮

未開通 約３時間２０分

現況（H21年度末）約２時間５０分

全線開通後 約２時間４０分

岡
山
市

岡
山
市

未開通 約３時間２０分

現況（H21年度末） 約３時間００分

全線開通後 約２時間５５分

鳥
取
市

鳥
取
市

鳥
取
市

鳥
取
市

約30分
短縮

約20分
短縮

約40分
短縮

開通区間（H21年度末）

現況（H20年度末までの開通区間）

H21年度末までの

開通区間

H21年度末までの

開通区間

：H14年度からH20年度迄に鳥取県及び

鳥取市が誘致した企業

：H17年度以降の分譲および分譲予定の

工業団地等

（H21年11月現在）
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●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

一般国道２号一般国道２号 玉島・笠岡道路玉島・笠岡道路
たましまたましま かさおかかさおか

事業箇所

期待される整備効果

福山市
１１５分→９４分（約２１分短縮）

倉敷市

８４分→４７分（約
３７分短縮）

特定重要港湾

水島港

笠岡港港町
地区工業団地

玉島・笠岡道路
効果１） 『所要時間の短縮』

玉島・笠岡道路を含む倉敷福山道路の整備により、現道からバイパスへ
交通が転換し、国道２号の交通渋滞が緩和され所要時間が短縮します。

・倉敷市～福山市間の交通渋滞緩和による所要時間短縮。
（現況１１５分→９４分：約２１分短縮）

・特定重要港湾水島港～笠岡港港町地区工業団地間の
所要時間が短縮。
（現況８４分→４７分：約３７分短縮）

効果２） 『第３次医療施設までのアクセス向上』

玉島・笠岡道路の整備により沿線地域から第３次医療施設である川崎
医科大学へのアクセスが改善され、地域の医療サービスの向上が期待
されます

進捗状況写真

渋滞状況写真

写真②倉敷市玉島阿賀崎地内

写真①国道２号唐船交差点付近

一般国道２号玉島・笠岡道路は、慢性的に発生する交通混雑の緩和、交通安全の確保、地域経済

の発展を目的とした、倉敷市玉島阿賀崎から浅口市金光町佐方に至る延長４．５ｋｍの道路です。

平成２３年度は、用地買収及び改良、橋梁工事を推進し、事業の推進を図ります。

くらしき たましま あがさき あさくち こんこうちょう さがた

たましま かさおか

H22.8撮影

H22.8撮影

進捗状況写真
H22.8撮影

写真③浅口市金光町大谷
地内（横池高架橋）

写真①

写真②

写真③

事業推進

道-１４
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「道の駅」みやま公園
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児島・玉野拡幅 L=15.0km
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用地買収、
改良工事推進

広島県

岡山県

鳥取県島根県

一般国道一般国道3030号号 児島・玉野拡幅児島・玉野拡幅
こじまこじま たまのたまの

事業箇所

効果１） 『所要時間の短縮』

渋滞状況写真①

写真①岡山市南区当新田地内

一般国道３０号児島・玉野拡幅は、交通混雑の緩和、交通安全の確保及

び港湾拠点と岡山都市圏との連携・アクセス強化、広域交流の促進を目的

とした、岡山市南区当新田から玉野市田井に至る延長１５．０ｋｍの現道の

４車線拡幅事業であり、岡山市南区藤田～玉野市田井の１４．３ｋｍは４車

線で開通しています。また、岡山市南区当新田地区の０．７ｋｍ間について

は右折レーンやバス停車帯が未整備であるため、引き続き事業を進めてい

ます。

平成２３年度は、当新田地区の用地買収及び改良工事を推進し、平成２４

年度の完成を目指します。

おかやま みなみ とうしんでん

こじま たまの

○バス停が未整備のため、バス後続車の渋
滞、無理な追越しによる事故が発生

たまの たい

おかやま みなみ ふじた たまの たい

とうしんでん

●競争力のある地域経済社会の再構築
○都市機能の強化

●競争力のある地域経済社会の再構築
○都市機能の強化

○右折レーンが未整備のため、後続車に渋滞
が発生

写真①②

児島･玉野拡幅の整備により渋滞損失時間の削減され、所要
時間等の短縮が期待されます。

○渋滞損失時間が大幅に削減
(現況：12,114千人時間/年→10,464千人時間/年

・・・約1,650千人時間/年の削減)
○笹ヶ瀬橋交差点の交通渋滞が緩和

(現況：渋滞長2,650m→1,100m・・・約1,550mの緩和)
○岡山市街地～玉野市街地間の所要時間は約2割短縮

(現況：79分→61分・・・約18分の短縮)

山口県

宇
野
港

至

岡
山
赤
十
字
病
院

おかやま みなみ とうしんでん

至

岡
山
空
港

H22.8撮影

渋滞状況写真② H22.8撮影

写真②岡山市南区当新田地内

児島・玉野拡幅の整備により沿線地域から第３次医療施設で
ある岡山赤十字病院へのアクセスが改善され、地域の医療
サービスの向上が期待されます。また、主要な物流拠点である
岡山空港・重要港湾宇野港へのアクセス向上も期待されます。

期待される整備効果

効果２） 『第３次医療施設及び物流拠
点までのアクセス向上』

7 , 00 0

8 , 00 0

9 , 00 0

1 0 , 00 0

1 1 , 00 0

1 2 , 00 0

1 3 , 00 0

整備前 整備後

10,46410,464

12,11412,114

※推計範囲：玉野市、岡山市南部

(千人時間/年)

1,650千人時間/年削減

渋滞損失時間

7, 00 0

8 , 00 0

9 , 00 0

1 0 , 00 0

1 1 , 00 0

1 2 , 00 0

1 3 , 00 0

整備前 整備後

10,46410,464

12,11412,114

※推計範囲：玉野市、岡山市南部

(千人時間/年)

1,650千人時間/年削減
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0
500

1,000
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整備前
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0
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渋滞緩和

当新田地区
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整備後

(m)

岡山空港岡山空港

３次医療施設３次医療施設
岡山赤十字病院岡山赤十字病院

重要港湾重要港湾
宇野港宇野港
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６１分６１分

(分)

７９分７９分

整備前 整備後

約２割
（１８分）

短縮

岡山市街地～玉野市街地の所要時間(混雑時)

岡山空港岡山空港

３次医療施設３次医療施設
岡山赤十字病院岡山赤十字病院

重要港湾重要港湾
宇野港宇野港

ＮＮ

0

15

30

45

60

75

90

６１分６１分

(分)

７９分７９分

整備前 整備後

約２割
（１８分）

短縮

岡山市街地～玉野市街地の所要時間(混雑時)

事業推進

道-１５
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一般国道一般国道5353号号 田益第２高架橋耐震補強田益第２高架橋耐震補強
た また ま すす だ い に こ う か き ょ うだ い に こ う か き ょ う

橋梁の機能が保たれ、安全で円滑な交通確保や災害発生時等の支援物資の輸送、救急活動等
に活用され、安全・安心な生活が確保されます。

期待される整備効果

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

一般国道５３号は、岡山市と鳥取市を結ぶ主要幹線道路であり、地震災害時における緊急輸

送を確保するための第１次緊急輸送道路に指定されています。

田益第２高架橋は、岡山市北区田益にある平成７年に架設された橋梁で、橋長２７３ｍ、建

設後１５年が経過しています。当該橋梁は東南海・南海地震防災対策推進地域にも指定され、

地震時の被災地の救援・復旧活動への支援に資する緊急輸送道路の機能を確保するため、

耐震性の向上を図る必要があります。

平成２３年度は、橋脚の耐震補強工事に着手し、完成を目指します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

耐震補強

事業箇所

事業箇所

全 景①

おかやま とっとり

とうなんかい なんかい

完成予定

道-１６

たますだいにこうかきょう

全 景②

5353

429429

22

180180

484484

484484

429429

岡山市
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一般国道一般国道180180号号 種井歩道整備種井歩道整備
た ね いた ね い

・ 歩道整備により、安全・安心な歩行空間の確保を図ります。

期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○陸上及び海上における交通安全の向上

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○陸上及び海上における交通安全の向上

現況写真
現況写真

計画断面
計画断面

位 置 図
位 置 図

現況断面
現況断面

国道１８０号岡山県総社市種井地内

岡山方面から高梁方面を望む

（単位：ｍ） （単位：ｍ）

事業箇所

0.50 3.00 3.00 1.00

7.50

歩道整備済

1.25 3.25 3.25 0.75

11.00

2.50

至 高梁

至 岡山

種井工区

L=1．0km

美袋工区-２

L=0．2km
美袋工区-１

L=0．8km

Ｎ

写真撮影位置

完成予定

道-１７

総社市種井に位置する当該区間は、通学路に指定されて
いるものの、両側に歩道がなく、歩行者・自転車の通行が危
険な状況です。

平成２３年度は、安全・安心な歩行空間の確保のため、歩
道整備工事を推進し、完成を目指します。

そうじゃ たねい

歩道新設
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ゆのごうしょうおう

湯郷勝央道路（延伸）
延長1．1km

至
津

山
市

T’05＝12,293台/日

しょうおう

勝央ＪＣＴ
（仮称）

みまさか

美作ＩＣ (主）美作奈義線

T’05＝14,848台/日

ＪＲ
姫

新
線

T’05＝13,952台/日

ゆのごう

湯郷第２トンネル

ゆのごう

湯郷第１トンネル

ほそざこいけ

細ザコ池橋

おおたにがわ

大谷川橋梁

美作市役所

至 姫路市

みまさか

美作市

(主）美作奈義線

(一
）畑

沖
勝

間
田

線 ながうちがわ

長内川橋梁

至 備前市

(一）位田飯岡線

（一）
吉ヶ

原美
作線

至 佐東IC

みょうけん

明見交差点

かつまた

勝間田ＩＣ
（仮称）

ゆのごう

湯郷ＩＣ
（仮称）

中
国
縦
貫
自
動
車
道

Ｎ

◎

み
ま
さ
か

い
で
ん

（起
）美
作
市
位
田

ゆのごうしょうおう

湯郷勝央道路
延長5.6km

しょうおうちょう

勝央町 か
つ
た

し
ょ
う
お
う
ち
ょ
う
く
ろ
つ
ち

（終
）勝
田
郡
勝
央
町
黒
土

か
つ
た

し
ょ
う
お
う
ち
ょ
う
く
ろ
つ
ち

勝
田
郡
勝
央
町
黒
土

お や た くろつち

小矢田黒土高架橋

至 津山IC

写真①

「湯郷勝央道路」は、地域高規格道路「美作岡山道路」の一部を構成し、中国縦貫自動車道・山陽

自動車道・中国横断自動車道岡山米子線と一体となって、県内循環高速道路網を形成し、美作圏

域と岡山圏域の交流促進により、地域の活性化に寄与するとともに、一般国道３７４号の交通混雑

の解消を目的とした、美作市位田から勝央町黒土間の延長約５．６ｋｍの道路です。

平成２３年度は、舗装工事などを推進し、事業の推進を図ります。

一般国道一般国道374374号号 湯郷勝央道路（岡山県）湯郷勝央道路（岡山県）
ゆ の ご うゆ の ご う し ょ う おうし ょ う おう

期待される整備効果

高規格幹線道路

美作岡山道路

新見市

美作市

岡山市

中国縦貫自動車道等利用
L=85km T=67分

中国横断自動車道等利用
L=91km T=74分

一般道利用
L=55km T=88分

美作岡山道路全線完成
L=57km T=61分

美
作
岡
山
道
路

■ 広域的な循環型ネットワークの形成

明見交差点渋滞状況

■ 慢性的な交通混雑の回避

現道部の渋滞ポイント（明見交差点：朝ピーク時渋滞長４００ｍ）を

バイパス回避することで、定時性を確保します。

また、当該交差点への流入交通が減少することにより、現道部の

交通混雑の解消が期待されます。

みょうけん

みょうけん

ゆのごうしょうおう みまさかおかやま

みまさか いでん しょうおうちょう くろつち

●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

工 事 進 捗 状 況

みまさか

事業推進

道-１８

①小矢田黒土（おやたくろつち）高架橋①小矢田黒土（おやたくろつち）高架橋
（（H22.2H22.2撮影撮影））
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一般国道２号一般国道２号 三原バイパス三原バイパス
み は らみ は ら

●競争力のある地域経済社会の再構築
○都市機能の強化

●競争力のある地域経済社会の再構築
○都市機能の強化

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

一般国道２号三原バイパスは、三原市内の交通混雑の緩和及び交

通安全の確保を目的とした、三原市糸崎から三原市新倉に至る延長

９．９ｋｍの道路であり、平成１９年度までに時広ランプから新倉町ラン

プ（終点部）までの延長６．９ｋｍが開通（2/4車線）しています。

平成２３年度は、橋梁、舗装、安全施設工事を推進し、延長３．０ｋｍ

(2/4車線)の開通を目指します。

みはら みはら

みはら いとさき みはら しんくら

ときひろ しんくら

現道状況 工事進捗状況 工事進捗状況

期待される整備効果

三原バイパスが全線開通

する事により、所要時間は

バイパス整備前に比べ大幅

に短縮されます。

また、バイパスの開通に

より、現道の交通事故の減

少が期待できます。
東城分れ交差点

(主要渋滞ポイント)
古浜橋東詰交差点

(主要渋滞ポイント)

とうじょうわか

こはまばし

【所要時間】
１０分

約42分短縮

【所要時間】
５２分

みはら

写真①時広ランプ付近 写真②是国正分地区 H22.8撮影 写真③下木原地区 H22.8撮影
しもきはらこれくにしょうぶんときひろ

完成予定

道-１９

（仮称）

（仮称）
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一般国道２号一般国道２号 広島南道路広島南道路

一般国道２号広島南道路は、広島都市圏における道路交通の円滑化、都市

機能の向上を図ること等を目的とした、安芸郡海田町日の出町から広島市西

区商工センター4丁目に至る延長１４．８ｋｍの道路です。

平成１４年度までに、宇品地区から出島地区までの１．３ｋｍが開通（一般部４

/４車線）しており、平成２２年４月の広島高速３号線の開通に合わせ、出島地区

及び吉島地区の延長０．７ｋｍ（一般部2/4、4/4車線）が開通しました。

平成２３年度は、引き続き江波、観音地区の用地買収を推進するとともに、吉

島地区から観音地区の改良、橋梁工事を推進します。

ひろしま みなみ

期待される整備効果

あ き かいたちょう ひ でまち ひろしま にし

うじな

安
芸
郡
海
田
町
日
の
出
町

あ
き

か
い
た
ち
ょ
う
ひ
の
で
ま
ち広島南道路 延長１４．８ｋｍ

L=0.7km
平成21年度供用予定

：主要渋滞ポイント

至大阪

広島市

広
島
呉
道
路

海田町

府中町

JR山陽新幹線

海田大正交差点

31

至呉市

仁保2丁目交差点
487

出汐交差点

広島市

宮内交差点 速谷交差点

至北九州

広
島
岩
国
道
路

廿日市JCT

廿日市市

田方橋北詰交差点
(

都)

草
津
鈴
ヶ
峰
線

(

都)

草
津
沼
田
線

新観音橋東詰交差点

西広島バイパス入口交差点

54

坂町
JR呉線

2

（県
）廿

日
市港

線

433

2

地御前出入路

西部出入路

観音出入路

江波出入路 吉島出入路

宇品出入路

仁保JCT
海
田
西
出
入
路

山
陽
自
動
車
道

西広島BP

八幡川橋東詰交差点

ひ
ろ
し
ま

に
し

し
ょ
う
こ
う

高速3号線
L=2.5km
供用中

広
島
市
西
区
商
工
セ
ン
タ
ー
４
丁
目

JR
山
陽
本
線

一般部
(2/4)

L=2.2km
供用中

臨港道路
L=2.3km
供用中

高速3号線
L=2.6km
供用中

一般部
(4/4)

L=1.3km
供用中

一般部
L=0.3km（2/4）

供用中

一般部
L=0.4km(2/4,4/4)

供用中

出島出入路
（都
）中
店
小
学
校
線

広
島
高
速
２
号
線

（
都
）中
広
宇
品
線

（都
）鷹
ノ
橋
宇
品
線

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

IC

廿

日

市

広

島

港

宇

品
約約3434分分 約21分短縮

約約5555分分

[供用後]広島南道路＋宮島街道経由

[現状]宮島街道＋国道487号経由（ピーク時）

※現況所要時間はH17道路交通センサスの混雑時旅行速度、センサスが存在しない市道の臨
港道路部については、H20.11.26プローブ調査結果

※将来所要時間は広島南道路Ⅴ=60km/ｈ（事業区間）として算出 なお、廿日市IC～南道路
の間は、一般国道２号（宮島街道）利用とする。

効果『所要時間の短縮』

一般国道２号広島南道路の整備により、約２１分の時間短
縮効果が見込まれる。

本川上空から江波・観音地区方面を望む（Ｈ２１年１月撮影）

事業進捗状況

廿日市IC

宮島街道

広島宇品港

ひろしま みなみ

用地買収、改良、橋梁工事推進

よしじま

かんおんえば

※高速３号線の事業主体は広島高速道路公社です

く しょうこう

で じま

●競争力のある地域経済社会の再構築
○都市機能の強化

●競争力のある地域経済社会の再構築
○都市機能の強化

で じま

じま かんおん

よし

事業推進

道-２０
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一般国道２号一般国道２号 西広島バイパス西広島バイパス

一般国道２号西広島バイパスは、特に西側から広島市都心への流入

部で発生する交通混雑を緩和させることで中枢都市である広島市の都

市機能を強化するとともに、周辺都市との一体的な発展に資するために

計画された広島市中区平野町から廿日市市地御前に至る延長１９．４ｋ

ｍのバイパスです。

平成２３年度は、廿日市市下平良～地御前において、廿日市高架橋の

舗装工事を推進し、延長２．２ｋｍ（4/4車線）の開通を目指します。

にしひろしま

期待される整備効果

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

【写真①】廿日市高架橋起点付近から廿日市IC方面を望む（Ｈ２２年８月撮影）

工事進捗状況

にし ひろ しま

効果『走行時間の短縮』

廿日市高架橋の整備により、佐方ＳＡ～廿日市ＩＣ（延長約２．７ｋｍ）
まで、約７分の時間短縮効果が見込まれる。

ひろしま なかく ひらのまち はつかいち じごぜん

はつかいち

●競争力のある地域経済社会の再構築
○都市機能の強化

●競争力のある地域経済社会の再構築
○都市機能の強化

しもへら じごぜん

西広島バイパス 延長１９．４ｋｍ

L=0.7km
平成21年度供用予定

：主要渋滞ポイント

至大阪

府中町

仁保2丁目交差点
487

出汐交差点

広島市

宮内交差点

速谷交差点

至北九州

広
島
岩
国
道
路

廿日市JCT

廿日市市

田方橋北詰交差点 (

都)

草
津
沼
田
線

新観音橋東詰交差点

西広島バイパス入口交差点

54

坂町

2

（県
）廿

日
市港

線

433

2

仁保JCT

,

山
陽
自
動
車
道

西広島BP

八幡川橋東詰交差点

広
島
高
速
２
号
線

（
都
）中
広
宇
品
線

（都
）鷹
ノ
橋
宇
品
線

廿日市IC

宮島街道

広島宇品港

広
島
市
中
区
平
野
町

廿
日
市
市
地
御
前

廿日市高架橋 区間Ｌ＝２．２ｋｍ

は
つ
か
い
ち
し

じ
ご
ぜ
ん

ひ
ろ
し
ま
し
な
か
く
ひ
ら
の
ま
ち

Ｌ＝１７．１ｋｍ 供用中

：主要渋滞ポイント

写真①

上平良交差点

舗装工事推進

部分完成

道-２１

※

■佐方SA～廿日市IC付近(延長約2.7km)における所要時間の推移

H13.11.14(水)調査結果
(西広島BP下り方向)より
算出した渋滞平均速度

一般国道(直轄)の平均速度
(国土交通省 道路IRサイト
より)

法定速度の60km/hと仮定

※

※

※
整備前 整備後

平面部 廿日市高架部

渋滞時旅行速度

整備後の旅行速度

平面部

廿日市高架部
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効果１） 『産業団地と高速ICとの連絡強化』 効果２） 『交通渋滞の緩和による所要時間の短縮』

国道３７５号の呉市から東広島市間では、著しい交通渋滞
が発生しています。東広島・呉道路の整備により、交通渋
滞の緩和が期待されます。また、交通渋滞の緩和により、
所要時間の短縮も期待されます。

■国道３７５号旧黒瀬町■国道３７５号道照交差点

※現況：H17道路交通センサスより算出。
※将来：東広島・呉道路は80km/hで算出。

一般国道一般国道375375号号 東広島・呉道路東広島・呉道路

事業箇所

広島県
岡山県

鳥取県

島根県

山口県

部分完成

東広島・呉道路の整備による所要時間の短縮東広島・呉道路の整備による所要時間の短縮

期待される整備効果

資料：H11・H17道路交通センサス
※現況は「ひろしまの道づくり」によるH15実績。 東広島・呉道路道整備後は新
規産業団地 （H19現在）を加え、H17道路交通センサス旅 行速度で算出。

《産業団地から高速ICへの20分アクセス》

東広島・呉道路の
供用によりアクセ
ス可能

東広島・呉道路の全線供用により、東広島市・呉市の産業団地
１５箇所が新たに高速ICへの２０分アクセスが可能となる。（新団
地を含む）

東広島・呉道路は、呉市から山陽自動車道へのアクセス強化を図ることを

目的に計画された、呉市阿賀中央５丁目から東広島市高屋町溝口に至る延

長３２．８kmの自動車専用道路です。

平成１９年度までに、馬木ICから上三永ICまでの延長７．３kmが開通して

おり、平成２２年３月に東広島高田道路とあわせ、上三永ICから高屋JCT・IC

までの延長４．４ｋｍ（2/4車線）が開通しました。

平成２３年度は、阿賀IC～馬木IC間において、改良、橋梁、トンネル工事を

推進し、阿賀ＩＣ～黒瀬ＩＣ（仮称）までの延長１２．３ｋｍ（2/4車線）の開通を目

指します。

ひがしひろしま くれ くれ

くれ あ が ちゅうおう ひがしひろしま たかやちょう みぞぐち

かみみながうまき

ひがしひろしまたかだ

(
)

山
陽
自
動
車
道

東
広
島
高
田
道
路

(

主)

馬
木
八
本
松
線

(
)

(
)

ひがしひろしま くれ

かみみなが たかや

あ が うまき

あ が くろせ

小滝川橋付近 南方向から望む（H22.8）

写真方向

至 阿賀IC

至 郷原IC
工事進捗状況

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

●競争力のある地域経済社会の再構築 ●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○国内交通ネットワークの強化 ○都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生

道-２２

高規格幹線道路

地域高規格道路

一 般 国 道

高速ICへ20分以内にｱｸｾｽ可能

東広島・呉自動車道の整備により20分以内にｱｸｾｽ可能

高速ICへ20分以内にｱｸｾｽ不可能

産
業
団
地
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一般国道２号一般国道２号 西宮トンネル補修西宮トンネル補修
に し み やに し み や

トンネル補修の実施により、安全で円滑な交通確保が図られ、安全・安心な生活が確保され
ます。

期待される整備効果

一般国道２号は、大阪市を起点とし北九州市に至る総延長約７６０ｋｍの主要幹線道路であ

り、岡山市、広島市、山口市等の主要都市を結ぶ第１次緊急輸送道路に指定されています。

西宮トンネルは、広島県三原市の三原バイパスにある平成６年に完成した延長７０８ｍのトン

ネルで、完成から約１６年が経過しています。過年度のトンネル点検において、トンネル内面の

ひび割れや剥離が確認され、補修が必要と判断しました。

平成２３年度は、トンネル補修工事に着手し、完成を目指します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所
事業箇所

事業箇所

全 景

損傷写真①

断 面 断面補修

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

おおさか きたきゅうしゅう

おかやま ひろしま やまぐち

みはら

完成予定

道-２３

損傷写真③損傷写真②

22

185185

三原市

50



一般国道一般国道185185号号 的場自転車歩行者道整備的場自転車歩行者道整備
ま と ばま と ば

・ 歩道整備により、安全・安心な歩行空間の確保を図ります。

期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○陸上及び海上における交通安全の向上

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○陸上及び海上における交通安全の向上

現況写真
現況写真

計画断面
計画断面

位 置 図
位 置 図

現況断面
現況断面

国道１８５号広島県竹原市的場地内

三原方面から東広島方面を望む

（単位：ｍ） （単位：ｍ）

事業箇所

歩道整備済

0.75 3.25 3.25 0.75
8.00

0.75 3.25 3.25 0.75

10.50

2.50

Ｎ

的場公園

海水浴場

至　東広島市

至
　
三
原
市

ﾌｪﾘｰ乗り場

海水浴場

的場自転車歩行者道整備
L=1.3km

福祉施設

185

写 真 撮 影 位 置

完成予定

道-２４

竹原市的場に位置する当該区間は、通学路に指定され、近
隣にフェリー乗り場、福祉施設、公園等が立地しています。当
該区間の前後の歩道は整備されているものの、当該区間の
み歩道が未設置であり、歩行者・自転車の通行が大変危険
な状況です。

平成２３年度は、安全・安心な歩行空間の確保のため、歩
道整備工事を推進し、完成を目指します。

たけはら まとば

歩道新設
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一般国道９号一般国道９号 小郡改良小郡改良
おごおりおごおり

●競争力のある地域経済社会の再構築
○都市機能の強化

●競争力のある地域経済社会の再構築
○都市機能の強化

一般国道９号小郡改良は、交通混雑の緩和及び交通安全の確保を目的とした、山口県山口

市小郡柳井田から山口市小郡三軒屋に至る延長３．３ｋｍの道路であり、これまでに、山口市

小郡矢足から山口市小郡三軒屋間の延長 １．７ｋｍ(2/4車線）区間（うち延長 ０．３ｋｍ(4/4車
線)）が開通しています。

平成２３年度は、山口市小郡柳井田から山口市小郡若草町間の舗装、安全施設工事を推進
し、延長３．０ｋｍ(4/4車線)の開通を目指します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

山口南消防署

凡 例

【小郡IC～国道２号】

(整備前)

(整備後)

お ごおり

凡 例

【小郡IC～国道２号】

(整備前)

(整備後)

お ごおり

効果１） 『交通混雑の緩和』 効果２） 『交通安全の確保』

ゆとりある歩行空間の創出により、通行時の安全性向上が期
待されます。

小郡改良の整備により、円滑な交通流の確保が期待されます。

※整備なしはH17センサス混雑時旅行速度、

整備ありはH42交通量配分結果をもとに

小郡改良整備あり ケース旅行速度と

H17センサス混雑時旅行速度を用いて算出

※資料：国土交通省 山口河川国道事務所

約14分

約8分

現況

将来

〔小郡改良整備後〕

約6分短縮

現況

整備後

■歩道未整備区間 （矢足地区）

安全性の向上

主要地点間の所要時間の短縮

■小郡IC～国道2号間の所要時間

期待される整備効果

凡 例

【小郡IC～国道２号】

(整備前)

(整備後)

お ごおり

凡 例

【小郡IC～国道２号】

(整備前)

(整備後)

お ごおり

●矢足地区より柳井田
方面を臨む

工事進捗状況

写真① 小郡高架橋

上部工
H22.8撮影

おごおり やないだ

やまぐちおごおり かいりょう

おごおり さんげんや

やまぐち

やまぐち

おごおり やあし おごおりさんげんや

やまぐち

やまぐち

おごおり わかくさまちおごおり やないだやまぐち

写真①

おごおり

やまぐち

完成予定

道-２５
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効果１） 『山陰側への所要時間が大幅に短縮』

一般国道一般国道191191号号 萩・三隅道路萩・三隅道路
は ぎは ぎ

期待される整備効果

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

一般国道１９１号萩・三隅道路は、現道隘路区間の解消及び冬期交通の安全確保を目的と

した、山口県長門市三隅中から萩市椿に至る延長１５．２ｋｍの道路であり、平成１９年度まで

に三隅ＩＣ～明石IC間延長 ７．１ｋｍが開通（2/4車線）しています。

平成２３年度は、全線で舗装、安全施設工事を推進し、延長８．１ｋｍ(2/4車線)の開通を目指し
ます。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

みすみみすみ

効果２） 『線形不良区間の回避』

国道１９１号の現道区間は、線形不良区間が集中している上、
異常気象時通行規制区間が存在しています。萩・三隅道路の
整備により、線形不良区間等を回避すると共に、代替道路が
確保され、信頼性の高い道路網が形成されます。

萩・三隅道路を含む山陰道のネットワークの形成により、大
幅な所要時間の短縮が期待されます。

 山陰道（萩～下関間）の整備による所要時間の短縮 

現況所要時間 

約２時間 

山陰道整備後 

約１時間 

所要時間 

１時間短縮 

※資料：国土交通省 山口河川国道事務所

 

約１０分 
短縮 

約３５分 

約２５分 

〔国道１９１号〕 

〔萩・三隅道路 整備後〕 

現況 

将来 

萩・三隅道路の整備による所要時間の短縮 

※区間：長門市役所～萩市役所
※現況：H11道路交通センサスピーク時旅行速度を用いて算出。
※将来：萩・三隅道路における走行速度を80km/hとして算出。
※資料：国土交通省 山口河川国道事務所

■平面線形不良区間

 

連続雨量 150mm 通行止 連続雨量 250mm 通行止

通行止め実績箇所 

平面線形不良箇所 (Ｒ≦50)

縦断線形不良箇所 (i≧8%)

連続雨量 150mm 通行止 

国道１９１号の線形不良区間の回避 

至 

下
関 

至 

広
島 

※未供用区間のIC名称及び構造物名称は全て仮称

写真② 吉広高架橋写真① 蔵本地区（改良区間）

工事進捗状況

H22.8撮影H22.7撮影

写真③現道（国道191号鎖峠）の
災害状況

H11.9撮影

現道状況

写真④現道（国道191号鎖峠）の
冬期の状況

H22.3撮影

はぎ みすみ

やまぐち ながと みすみなか はぎ つばき

みすみ あけいし

写
真

②

写真①

完成予定

道-２６
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一般国道１８８号は、山口県岩国市と下松市を結ぶ主要幹線道路であり、第１次緊急輸送道路に指

定されています。

一般国道１８８号は、異常気象時に通行止め規制措置を行う特殊通行規制区間が、４箇所も存在して

おり、災害に対して脆弱な路線です。

この付近の交通量は約９，７００台／日となっています。

このため、一般国道１８８号の信頼性を向上させ、災害に強い地域づくりの支援を目的として、岩国市

由宇町神東地区の防災対策（越波対策）を実施する必要があります。

平成２３年度は、対策残り区間Ｌ＝３２６ｍで消波ブロック、根固め工等を推進し、完成を目指します。

期待される整備効果

防災対策の実施により、安全で円滑な交通確保や災害発生時の支援物資の輸送、救急活動等に活

用され、安全・安心な生活が確保されます。

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

平 面 図

国道188号 山口県岩国市由宇町地内
（H23年度対策実施予定箇所）

しんとう

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

一般国道一般国道188188号号 神東地区防災対策神東地区防災対策
しんとうしんとう

188188

22 事業箇所

岩国市

至 広島市

至 下松市
特殊通行規制区間

1.750+H.W.L.

L.W.L.-1.75

M.L.W.L.-1.03

(+4.05)

1:
1.
5

1:
N

-0.95

+3.50

+2.80

+0.05

-0.40

(+0.78)

-0.45

天端2個並び

1:2.0

2000

(2.0t型(流用品))

海岸コンクリートブロック

基礎捨石(5～100kg)

被覆石(200kg程度)

１号張コンクリート

横断図

消波ブロック施工状況（H21年度）擁壁損傷状況

台風１６号（H16年）による被災状況
（国道188号 柳井市大畠町地内）

大畠

柳井市

山口県

山
陽

自
動

車
道

くだまつやまぐち いわくに

いわくに

ゆ う まち しんとう

現地状況写真 実施状況写真

被災状況全 景

消波ブロック

根固め工（基礎捨石）

根固め工（被覆石）

完成予定

道-２７
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一般国道一般国道188188号号 通津交差点改良通津交差点改良
つ づつ づ

・ 右折車線の整備により、追突事故を防止し、交通事故発生の低減を図ります。

期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○陸上及び海上における交通安全の向上

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○陸上及び海上における交通安全の向上

現況写真
現況写真

位 置 図
位 置 図

国道１８８号山口県岩国市通津地内

広島方面から柳井方面を望む

事業箇所

JR山陽本線 至 柳井

国道188号

至 広島

計 画
計 画 市道通津93号線

至 柳井

通津交差点

至 広島

写真撮影位置

完成予定

道-２８

岩国市通津に位置する当該交差点は、国道188号と市道通
津93号線との交差角が鋭角であり、かつ通津工業団地に出
入りする車両が多い交差点です。国道188号には右折車線

がなく、交差点の柳井側は下り勾配の急カーブで視距が悪い
ことから、走行車線に滞留した車両への追突事故が多く発生
しています。

平成２３年度は、交通事故の削減を図るため、右折車線設
置工事に着手し、完成を目指します。

いわくに つづ つ

つ づ

やない

づ
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当該事業箇所は、山口県周南市扇町～辻町に位置しており、安全で快適な通行空間の確保、都市

景観の向上、都市災害の防止、情報通信ネットワークの信頼性の向上を目的として、既設電線類を地

中化する電線共同溝事業です。

平成２３年度は、照明等の付属施設工事を推進し、事業の推進を図ります。

期待される整備効果

○安全で快適な通行空間の確保 ○都市景観の向上

○都市災害の防止 ○情報ネットワークの信頼性向上

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

やまぐち しゅうなん おうぎちょう つじまち

【整備後（イメージ）】【整備前】

山口県周南市楠木１丁目地内

車道 歩道

電線共同溝

既設電柱、電線

（撤去）（イメージ図）

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

写真撮影位置

断面図断面図

写写 真真

周南市役所

徳山駅

315

２

至
北九州市

至
広
島
県

52

52

347

徳
山
電
線
共
同
溝

L＝
0.35km

Ｎ

とくやまえき

と
く
や
ま

しゅうなん

きたきゅうしゅう

ひ
ろ
し
ま

周南市役所

徳山駅

315315

２２

至
北九州市

至
広
島
県

5252

5252

347347

L＝

ＮＮ

とくやまえき

と
く
や
ま

しゅうなん

きたきゅうしゅう

ひ
ろ
し
ま

平面図平面図

【 凡 例 】

当該事業箇所

一般国道２号一般国道２号 徳山電線共同溝徳山電線共同溝
と く や まと く や ま

事業推進

道-２９
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一般県道一般県道 妻崎開作小野田線（山口県）妻崎開作小野田線（山口県）
つ ま さ き がつ ま さ き が いい さ く お の ださ く お の だ

期待される整備効果

●競争力のある地域経済社会の再構築
○国内交通ネットワークの強化

●競争力のある地域経済社会の再構築
○国内交通ネットワークの強化

一般県道妻崎開作小野田線は、地域高規格道路「山口宇部小野田連絡道路」の一部を構成

し、山陽小野田市大字小野田から同市新生三丁目間の延長約１．８ｋｍが整備区間として事業

中であり、市街地の慢性的な渋滞緩和、小野田臨港地区から山陽自動車道小野田ＩＣへのアク

セス強化による臨海工業団地等の産業振興を目的とした道路です。

平成２３年度は、橋梁工事などを推進し、事業の推進を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

つ ま さ き が い さ く お の だ や ま ぐ ち う べ お の だ

さ ん よ う お の だ お お あ ざ お の だ し ん せ い

お の だ お の だ

写真

■慢性的な交通渋滞の緩和
本箇所に平行する一般県道小野田港線の渋滞ポイント（新
生町交差点：夕方ピーク時渋滞長４００ｍ）をバイパス回避す
ることで、定時性を確保します。

写真

新生町交差点渋滞状況

■臨海工業団地等の産業振興

工事進捗状況

①新有帆川大橋（仮称）

至 山口市

至 山口市

至 宇部ＪＣＴ

Ｎ

宇部ＩＣ

重要港湾宇部港

山口宇部空港

重要港湾小野田港

山陽自動車道

山陽小野田市

宇部市

ＪＲ山陽新幹線

ＪＲ宇
部

線

ＪＲ山陽本線

小野田ＩＣ

小野田臨港地区

（一）妻崎開作小野田線

至 下関市

小野田ＩＣへのアクセス強化

至 山口市

至 山口市

至 宇部ＪＣＴ

ＮＮ

宇部ＩＣ

重要港湾宇部港

山口宇部空港

重要港湾小野田港

山陽自動車道

山陽小野田市山陽小野田市

宇部市宇部市

ＪＲ山陽新幹線

ＪＲ宇
部

線

ＪＲ山陽本線

小野田ＩＣ

小野田臨港地区

（一）妻崎開作小野田線

至 下関市

小野田ＩＣへのアクセス強化

事業推進

道-３０

事
業

箇
所

（
一

）
妻

崎
開

作
小

野
田

線

Ｌ
＝

１
．

８
ｋ
ｍ

（一
）
小

野
田

港
線

新生町交差点

慢
性

的
な

渋
滞

有
帆

川

②

重要港湾小野田港

至 山口市

至 宇部IC

Ｎ

山陽小野田市

宇部市

山陽自動車道

（一
）妻

崎
開

作
小

野
田

線

Ｌ＝１．８ｋｍ
妻崎開作小野田線

供用済区間
Ｌ＝０．６ｋｍ

一般県道

（主
）小

野
田

山
陽

線

（主
）小

野
田

美
東

線

（
主

）
宇

部
船

木
線

（
一

）
小

野
田

港
線

（
一

）
妻

崎
開

作
小

野
田

線

ＪＲ
小

野
田

線

小野田ＩＣ

（終点）山陽小野田市新生三丁目

（起点）山陽小野田市大字小野田

新生町交差点

至 下関市

新有帆川大橋（仮称）

東沖高架橋

大塚高架橋
①

重要港湾小野田港

至 山口市

至 宇部IC

Ｎ

山陽小野田市

宇部市

山陽自動車道

（一
）妻

崎
開

作
小

野
田

線

Ｌ＝１．８ｋｍ
妻崎開作小野田線

供用済区間
Ｌ＝０．６ｋｍ

一般県道

（主
）小

野
田

山
陽

線

（主
）小

野
田

美
東

線

（
主

）
宇

部
船

木
線

（
一

）
小

野
田

港
線

（
一

）
妻

崎
開

作
小

野
田

線

ＪＲ
小

野
田

線

小野田ＩＣ

（終点）山陽小野田市新生三丁目

（起点）山陽小野田市大字小野田

新生町交差点

至 下関市

新有帆川大橋（仮称）

東沖高架橋

大塚高架橋

重要港湾小野田港

至 山口市

至 宇部IC

ＮＮ

山陽小野田市山陽小野田市

宇部市宇部市

山陽自動車道

（一
）妻

崎
開

作
小

野
田

線

Ｌ＝１．８ｋｍ
妻崎開作小野田線

供用済区間
Ｌ＝０．６ｋｍ

一般県道

（主
）小

野
田

山
陽

線

（主
）小

野
田

美
東

線

（
主

）
宇

部
船

木
線

（
一

）
小

野
田

港
線

（
一

）
妻

崎
開

作
小

野
田

線

ＪＲ
小

野
田

線

小野田ＩＣ

（終点）山陽小野田市新生三丁目

（起点）山陽小野田市大字小野田

新生町交差点

至 下関市

新有帆川大橋（仮称）

東沖高架橋

大塚高架橋
①

H22.6撮影

H22.8撮影②
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鳥取港は、県東部にある鳥取市街地の北西部、千代川の河口に位置し、山陰東部地域の経済活動

を支える港湾ですが、日本海特有の冬季風浪や台風等の波浪により、船舶の入出港や岸壁での荷役

作業の安全性に影響を及ぼしているとともに、周辺海域を航行する船舶の避難泊地を確保することが

求められています。

そのため、本事業は、防波堤（第１）（西）を延伸し、防波堤（第2）を改良するとともに、防波堤（第３）

を一部撤去し、西浜航路を新設するものです。

航路

本事業により、必要な港内の静穏度を確保することで、年間を通して安全かつ効率的な荷役作

業が行えるようになるとともに、避難水域の確保等、航行船舶の安全性の向上に寄与します。

期待される整備効果期待される整備効果

鳥取港防波堤整備事業鳥取港防波堤整備事業
とっとりとっとり

防波堤(第1)(西)

防波堤(第３)(撤去)

防波堤(第２)(改良)

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり

○陸上及び海上における交通安全の向上

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり

○陸上及び海上における交通安全の向上

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

西浜航路新設

直轄事業

補助事業

【供用中】
国際物流ターミナル(水深10m)
国内物流ターミナル(水深7.5m)

千
代

川

千代航路

せんだいがわ

にしはま

事業推進

港-１
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境港国際物流ターミナル整備事業境港国際物流ターミナル整備事業
さかいさかい

本事業により、境港の原木輸入における岸壁不足、野積場不足を解消し、非効率な輸送形態を改
善することにより、輸送コストが削減されます。これにより、地域産業の競争力強化と、地域経済の
活性化が図られます。

期待される整備効果

●競争力のある地域経済社会の再構築

○東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化

●競争力のある地域経済社会の再構築

○東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化

境港は、全国有数の木材輸入港（平成20年実績全国第2位）であり、境港周辺に立地する工場

で建材等に加工され各地へ出荷されています。

一方、境港では取扱量が増加している北米産の木材を輸送する大型船が利用できる岸壁並び
に原木保管場所（野積場）が不足しており、非効率な“喫水調整”、“沖待ち”、“野積場への二次運
搬”等の解消が喫緊の課題となっています。

そのため、3万トン級の大型船に対応した水深12mの岸壁等からなる、国際物流ターミナルを整
備するものです。

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

島根県

鳥取県

ふ頭用地
泊地（水深12m）

岸壁（水深12m）臨港道路

新規箇所要求

港-２
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浜田港防波堤整備事業浜田港防波堤整備事業
はまだはまだ

期待される整備効果

●競争力のある地域経済社会の再構築
○東アジア等との競争力・連携による国際競争力の強化

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○陸上及び海上における交通安全の向上

●競争力のある地域経済社会の再構築
○東アジア等との競争力・連携による国際競争力の強化

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○陸上及び海上における交通安全の向上

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

浜田港は、島根県西部に位置し、原木、セメント、完成自動車等を取り扱う物流拠点として、地域の

産業活動を支える重要な役割を果たしています。

本事業は、日本海特有の冬季風浪等に対して港内静穏度を確保するため、防波堤整備を行うもので

す。

本事業により、国際物流ターミナル等において、年間を通じて安全かつ効率的な荷役作業が行

えるようになるとともに、避難水域の確保等、航行船舶の安全性の向上に寄与します。

防波堤(新北)
（整備中）

【供用中】
国際物流ターミナル(水深14m)

国内物流ターミナル(水深7.5m)(耐震)

しんきた

事業推進

港-３
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水島港は、我が国の基幹産業が集積する水島臨海工業地帯を擁し、国際定期コンテナ航路を有

する港湾取扱貨物量西日本第２位を誇る国際物流の一大拠点です。

本事業は、近年の国際コンテナ等貨物量の増加や就航船舶の大型化等に対応するため、玉島

地区に水深12mの国際物流ターミナルを整備するとともに、高梁川を渡る臨港道路を整備するも

のです。また、大規模地震等の災害発生時に、産業や経済への影響を最小限に抑えるため、耐震

強化岸壁として整備します。

期待される整備効果

本事業により、大型船舶の入港が可能になるとともに、取扱貨物の陸上輸送時間が短縮され、
物流コストの削減に貢献します。これにより、立地企業の産業競争力が強化されることを通じ、我
が国経済の活性化を図ります。

また、大規模災害に対する地域の災害対応力が強化されます。

水島港国際物流ターミナル［耐震］･臨港道路整備事業水島港国際物流ターミナル［耐震］･臨港道路整備事業
みずみず しましま

●競争力のある地域経済社会の再構築
○東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化
○国内交通ネットワークの強化

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

●競争力のある地域経済社会の再構築
○東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化
○国内交通ネットワークの強化

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり
○災害の防止・軽減

国道430号（既設）臨港道路
（整備中）

岸壁(水深12m)
(耐震)
（整備中）

泊地(水深12m)
（整備中）

航路(水深12m)
（整備中）

臨港道路（既設）

一般道路（既設）

玉島ハーバー
アイランド

水島臨海工業地帯

高
梁
川

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業推進

港-４

たかはし
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大規模地震発生時において、避難者や緊急物資等の搬送経路を確保するとともに、産業や経済

への影響を最小限に抑えることが可能となります。

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり

○災害の防止・軽減

●安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり

○災害の防止・軽減

期待される整備効果

広島港国際物流ターミナル改良（耐震）事業広島港国際物流ターミナル改良（耐震）事業
ひろしまひろしま

岸壁(水深12m)
耐震改良

（整備中）

平成18年度に広島県が実施した五日市断層を震源とする地震被害想定の見直しの結果、広島市

及びその周辺に甚大な被害が想定されるため、これまで耐震強化岸壁が整備されていない広島港に

おいて、防災拠点整備の必要性がより一層高まりました。

そのため本事業は、五日市地区の既存施設を改良することにより、耐震強化岸壁を整備するもので

す。

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

五日市地区

いつかいち

完成予定

港-５

62



本事業により、船舶の大型化への対応が可能となり、海上輸送の効率化が図られます。

また、沖合での水面荷役が解消されることに伴い、二次輸送コスト低減、木皮散乱の低減による

港内環境改善等が図られます。

●競争力のある地域経済社会の再構築

○東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化

●競争力のある地域経済社会の再構築

○東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化

期待される整備効果

尾道糸崎港国際物流ターミナル整備事業尾道糸崎港国際物流ターミナル整備事業
おのみちいとざきおのみちいとざき

尾道糸崎港機織地区は、背後に原木を取扱う木材加工企業が多数立地し、輸入原木取扱量が全

国第3位(H20)の木材取扱拠点です。効率的な原料調達のため、大型船に対応した施設整備等、木

材港としての機能強化が強く望まれています。

本事業は、船舶の大型化に対応するため、水深12mの航路・泊地の整備を行うものです。

係船杭(水深12m)(分離堤)

（暫定供用）

原木投下

筏組

機織地区 国際物流ターミナル

筏曳航

貯木場

－：整備前

－：整備後

【原木水面投下状況】

（H20年5月より水深10mにて暫定供用中）

はたおり

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

泊地(水深12m)

(整備中)

航路(水深12m)

(整備中)

事業推進

港-７

（非効率な沖合での荷役）
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徳山下松港は、化学工業、石油製品製造業など活発な基礎素材型産業の物資輸送を支える港湾と

して、地域経済の発展に寄与しており、世界有数規模の工場が多数立地しています。

新南陽地区では、取扱いが増加する原燃料を効率的に輸送する大型貨物船に対応した岸壁が不

足しており、港湾機能の強化が喫緊の課題となっております。

このため、本事業は、船舶の大型化に対応した水深12m航路等からなる国際物流ターミナルの整備

を推進するものです。

期待される整備効果

本事業により、船舶の大型化に対応し、原燃料等のバルク（ばら）貨物の安定的かつ低廉な輸送

が可能となり、立地企業の国際競争力強化と我が国経済の活性化を図ります。

徳山下松港徳山下松港
新南陽地区新南陽地区

岸壁(水深12m)

（供用中）

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

徳山下松港国際物流ターミナル整備事業徳山下松港国際物流ターミナル整備事業
とくやまとくやま くだまつくだまつ

●競争力のある地域経済社会の再構築
○東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化

●競争力のある地域経済社会の再構築
○東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化

しんなんよう

事業推進

港-８

泊地（水深12m）
（整備中）

※水深10mで暫定供用中

航路（水深12m）
（整備中）

※水深10mで暫定供用中
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期待される整備効果

港湾物流の円滑化により物流コストの削減が図られ、立地企業の国際競争力が強化されます。

また、住宅地内における港湾関連車両の通行を回避し、生活環境が改善されます。

岩国港は、港内の各地区を結ぶ臨港道路がないため、港湾を利用する車両は非常に混雑している

国道２号を経由せざるを得ず、円滑な物流に支障が生じています。また、室の木ふ頭を利用する車両

は、通学路や住宅地内を通過する市道以外にアクセスルートがなく、地域住民の交通安全、騒音、振

動など生活環境への影響が問題となっています。

そのため、本事業は、港内を南北に縦断する臨港道路を整備するものです。

装束地区 室の木地区

新港地区

装港地区

市道

既設臨港道路

臨港道路
（整備中）

国道２号

【国道２号混雑状況】

岩国港臨港道路整備事業岩国港臨港道路整備事業
いわくにいわくに

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

●競争力のある地域経済社会の再構築
○国内交通ネットワークの強化

●競争力のある地域経済社会の再構築
○国内交通ネットワークの強化

しょうぞく むろのき

むろのき

しょうこう

しんみなと

事業推進

港-９

Ｎ
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（補助事業にて別途整備中）

岸壁（水深13m）
（供用中）

宇部港本港地区においては、背後に立地する化学品製造業者などの原燃料、製品輸送にあたり、
輸送の効率化が求められています。

本事業は、現在暫定水深で供用中の、岸壁（水深13m）及び岸壁（水深12m）の計画水深を確保する
ため、航路・泊地を整備するものです。

期待される整備効果

本事業により、大型船による効率的な輸送が可能となり、物流コストが削減されます。

これにより、宇部港背後に立地する主要企業の国際競争力と、我が国経済の活性化を図ります。

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

宇部港航路・泊地整備事業宇部港航路・泊地整備事業
う べう べ

●競争力のある地域経済社会の再構築
○東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化

●競争力のある地域経済社会の再構築
○東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化

事業推進

港-１０

ひがしみぞめ

岸壁（水深12m）
（供用中）

泊地（水深12m）
（整備中）

※水深11mにて暫定供用中

航路（水深13m）
（整備中）

※水深11mで暫定供用中

泊地（水深13m）
（整備中）

※水深11mで暫定供用中
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岩国飛行場民間航空施設整備事業岩国飛行場民間航空施設整備事業
い わ く にい わ く に

期待される整備効果

岩国飛行場での民間航空再開により、これまで鉄道や遠方の空港を利用していた方々の旅行時

間短縮等が図られます。これに伴い、広域観光需要の拡大等が期待されます。

●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○広域観光の促進

●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○広域観光の促進

岩国飛行場において、平成１７年１０月の『日米合同委員会』での合意及び、平成２１年２月の『関係
省庁申し合わせ』に基づき、米軍再編措置に係る負担を担う地元要望に配慮し、地域の活性化を図
るため、民間航空機の就航に必要なターミナル施設整備（駐機場、民航連絡誘導路等）を推進します。

移設滑走路

民間航空施設

（防衛省資料（出典：防衛省ＨＰ）に加筆）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

道路駐車場

旅客・貨物ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ

連絡誘導路

駐機場

港-11

事業推進
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【ふるさとの森エリア】

【星の里】

【ひばの里】

【中入口センターエリア】

【北入口センターエリア】

期待される整備効果期待される整備効果

◆国兼池を中心とした湖畔景観や丘陵景観等の自然を活かし、中国地方のレクリエーション拠点とし

て多様なニーズに対応できるようになります。

◆中国地方の特色である里山環境を活用した体験活動の場の提供、情報発信により、地域の自然・

歴史・文化資源の保存 ・継承の取り組みが推進されます。

◆多様な主体と連携したイベント開催などにより、公園を核として地域の活性化が図られます。

国営備北丘陵公園国営備北丘陵公園

全 体 計 画 図

国営備北丘陵公園は、「ふるさと・遊び」を基本テーマとして、中国地方の自然・歴史・文化を活かし
た広域的な観光、レクリエーションの拠点として整備を進めている国営公園です。平成２２年４月には
「北入口センターエリア・みのりの里」を全面開園し、平成22年8月に開園から１６年目で入園者数６００
万人を達成しました。

平成２３年度は、「ふるさとの森エリア」におけるため池の改修等を実施します。

●多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造
○瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり

●多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造
○瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり

概 要

計画面積 ： 約３４０ha
開園面積 ： 約２３０ha
開 園 ： 平成７年４月

くにかね

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

びび ほほ くく きき ゅゅ うう りり ょょ うう

既開園エリア

【みのりの里】

【つどいの里】

平成２２年
４月開園

（約７．４ha）

【水辺の里国兼池】

年間入園者数の推移

32.3 33.1

28.7
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H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 （年度）

（万人）

事業推進

都-１
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広島湾再生プロジェクト広島湾再生プロジェクト

期待される整備効果

赤潮や貧酸素水塊の発生 ◆下水処理場の高度処理化、合流式下水道改善◆◆下水処理場の高度処理化、合流式下水道改善下水処理場の高度処理化、合流式下水道改善

高度処理（太田川流域
下水道東部浄化センター）

合流式下水道改善（雨天時
未処理放流水の削減）

水環境水環境、、生物生息・生産の場の保全・再生生物生息・生産の場の保全・再生

海の再生を推進する「全国海の再生プロジェクト」の一環として、｢森・川・海の健やかな繋がり
を活かし、恵み豊かで美しく親しみやすい｢広島湾｣を保全・再生し、次世代に継承する。｣を目的
に「広島湾再生プロジェクト」を関係省庁や自治体などが連携して推進します。

平成２３年度も多様な主体の連携・協力のもと、下水道整備及び環境学習、海面の浮遊ゴミの
清掃など推進します。

■■ 水環境水環境の再生の再生 ■■ 生物生息・生産の場の保全・再生生物生息・生産の場の保全・再生

■■ 人と海の繋がりの再生人と海の繋がりの再生 ■■ 自然景観、歴史・文化的資源の活用・保全自然景観、歴史・文化的資源の活用・保全

生物生息を考慮した護岸整備の検討

◆水の都ひろしままちづくりの推進◆水の都ひろしままちづくりの推進◆水の都ひろしままちづくりの推進

自然景観、歴史・文化的資源の自然景観、歴史・文化的資源の
活用・保全活用・保全

広島湾の豊富な自然景観、歴史・文化的資源を保全する担い手
の減少、海面の浮遊ごみ、海岸漂着ごみによる景観の悪化

◆「おんど２０００」などの清掃船によるゴミ回収◆「◆「おんど２０００」などの清掃船によるゴミ回収おんど２０００」などの清掃船によるゴミ回収

◆川と海との連携による清掃美化活動◆◆川と海との連携による清掃川と海との連携による清掃美化美化活動活動

魅力ある親水空間の創出と魅力ある親水空間の創出と
親水空間の利活用の活性化親水空間の利活用の活性化

人々が海に触れ合える場所や機会の減少
→海に対する関心の低下

◆親水性と生物生息を考慮した護岸整備
（直轄海岸広島港海岸）

◆◆親水性と生物生息を考慮した護岸整備親水性と生物生息を考慮した護岸整備
（直轄海岸広島港海岸）（直轄海岸広島港海岸）

◆川や海辺を利用した環境学習活動の推進◆◆川や海辺を利用した環境学習活動の推進川や海辺を利用した環境学習活動の推進

海辺の環境学習（干潟観察）
おんど２０００によるごみ回収

現況写真

水辺のコンサートクリーンアップ大作戦

http://www.cgr.mlit.go.jp/chiki/hiroshimawan/index.html

●多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造
○瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり

●多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造
○瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり

他-１
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観光圏は、自然・歴史・文化等において密接な関係が認められる観光地を一体とし
て形成された区域で観光地相互間の連携により観光地の魅力と国際競争力を高め
ようとするものです。

国際競争力の高い魅力ある観光地域づくりを推進するために必要とされる社会資
本整備の促進に配慮していきます。

瀬戸内しまなみ海道地域観光圏 ～しまなみ海道 海響ツーリズム～
観光圏の区域 広島県－尾道市

愛媛県－今治市、上島町
観光圏整備計画の期間 平成２２年４月１日～平成２７年３月３１日
数値目標の設定 入込観光客数（千人） ９，２９０（２０年） ⇒ １０，８５６（２６年）

（内）外国人観光客数（千人） ４７（２０年） ⇒ ６４（２６年）
宿泊者数（千人） ６９６（２０年） ⇒ ７３４（２６年）

地域の自治体、観光協会、観光関
連団体等で構成

瀬戸内しまなみ海道振興協議会

主な観光旅客宿泊サービス改善・向上事業

・滞在型商品開発と旅行商品化・情報発信
・着地型旅行商品の企画開発
・連泊割引プランの企画開発

観光情報提供の充実・強化事業

・サイクリングマップ及び地域内ホームページの多言語化

瀬戸内しまなみ海道地域
観光圏のイメージ

上 島

今 治

尾 道

瀬戸内しまなみ海道地域
観光圏のイメージ

上 島

今 治

尾 道

主な観光資源活用によるサービス開発・提供

・サイクリング環境向上、レンタサイクル整備
・体験観光メニュー、プログラム整理
・観光記念グッズの開発等

観光客の移動の利便増進事業

・サイクリングバスシステムの開発

モニタリング事業

・観光客の宿泊動向調査

しまなみ・山陰・広島地域の観光圏しまなみ・山陰・広島地域の観光圏 他-２

●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○広域観光の促進

●交流・連携による一体的で活力のある地域づくり
○広域観光の促進
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